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昨今、産官学の各方面から「グローバル人

材の育成」が唱えられています。21 世紀に

入り、国内市場と海外市場の境目がなくな

り、国境を越えて人と物が大規模に移動す

るなど、「グローバル化」がますます進んで

います。そして、世界のあらゆる地域の経

済・社会・文化がこのグローバル化に巻き

込まれるという状況の中、物事への対処に

は、あたかも鳥が空から見おろすような、

物事の全体像を地球規模で捉え、的確な判

断を下す「俯眺的視野」をもつ「グローバル

人材」が必要とされています。

東京外国語大学は、江戸末期、幕府が設け

た洋学の研究・教育施設で、外交文書の翻

訳もおこなった本学の前身である蕃書調

所以来、150 年を超える歴史の中で、一貫

して「グローバル人材」の育成をおこなっ

てきました。「広い視野と優れた言語運用

能力、世界の諸地域に関する深い知識を備

え、異文化間の相互理解に寄与し、日本と

世界を結ぶ人材、全地球的課題に取り組む

ことのできる人材」を広く社会に送り出し

ていくことを本学の役割と考えています。

卓越した「グローバル人材」にとって欠か

せないのは、「主体性」、「積極性」、そして

「チャレンジ精神」です。本学は、学生たち

がさまざまな学習と課外活動などを通じ

てこれらのものを身につけられるように

支援しています。そして、大学卒業後は、豊

かな想像力と批判的思考力をもったマル

チリンガルな地球市民として世界各地で

活躍してもらいたいと願っています。

グローバル化が進展する現代において、異

文化理解と多文化共生を学び文化的多様

性を尊重するインターカルチュラリティ

(interculturality) を身につけた人材を国際

社会に輩出し続ける東京外国語大学にご

期待ください。

Message from the President

学 長 メ ッ セ ー ジ

TUFS towards Interculturality
through Language and Area Studies

東京外国語大学長

立 石  博 高
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東京外国語大学は、1873 年に建学された東京外国語学校の使命を引き継ぎ、外国の言語とそれを基底とする文化一般を研究・
教授し、言語を通して外国に関する理解を深めることを目的として、日本と世界諸地域を結ぶ人材を養成してきました。
やがて建学 150 周年を迎えるにあたり、世界諸地域の言語・文化・社会に関する高等教育の中心として、また、学際的研究拠
点としての役割をさらに明確にします。すなわち、広い視野と優れた言語運用能力、世界の諸地域に関する深い知識を備え、異
文化間の相互理解に寄与し、日本と世界を結ぶ人材、地球的課題に取り組むことのできる人材の養成を目指すとともに、世界
の最先端の水準をもつ研究成果を発信していきます。

このようにして本学は、これまで培ってきた日本を含む世界諸地域の知識・経験をもとに、多面的な大学連携を推進する「ネッ
トワーク中核大学」として、高等教育全体のグローバル化を牽引し、地球社会における人々の共存・共生に寄与します。

日本のグローバル化を先導する大学として、キャンパス
のグローバル化や、海外の教育機関と連携した世界の言
語・文化・社会の教育研究を通じて、地球的課題に取り組
み、世界諸地域の人々と協働できる多言語グローバル人

材を養成します。また、日本社会の文化的発信力を強化す
る教育研究の機能を高めるために、国際的視野からの日
本研究を推進し、留学生教育の拠点として国内外の教育
機関と連携します。

教育

グローバルな視点に基づく世界諸地域の政治・経済・社
会、文化・諸言語の研究並びに日本及び日本語に関する
研究を推進します。また、共同利用・共同研究拠点として、

アジア・アフリカ地域の諸問題及び諸言語に関する研究
をリードし、研究蓄積を情報資源化する事業を国内外の
研究機関・研究者とともに推進します。

研究

自治体や民間企業、各種 NGO と多面的に協働し、世界諸
地域・諸言語に関する知識や研究成果と、多文化共生社
会の実現をめぐる具体的課題とを結ぶ社会実装教育に取

り組みます。また、知識社会における生涯教育やリカレン
ト教育のニーズに積極的に応え、大学が中心となって市
民社会の文化的活性化を図ります。

社会貢献

第 三 期 中 期 目 標
2016 年度～ 2021年度

世界諸地域と日本を結ぶ教育研究拠点大学
世界の言語・地域の理解を基盤とし、異文化間の対話と相互理解、
地球社会における人々の共存・共生に寄与する東京外国語大学



対

談
国の財政状況の悪化のなか、
国立大学を取り巻く環境が厳しさを増し、
各大学は独自の魅力を活かし、
研究や教育の質を高めていかなければならない。
吉澤靖之学長に、大学が直面する
課題と未来像について話を伺った。

1969 年東京医科歯科大学医学部卒
業。医学博士（筑波大学）。専門は呼
吸器内科学。米ウィスコンシン医科
大学客員教授、東京医科歯科大学医
学部附属病院教授、同大学大学院医
歯学総合研究科教授、同大学副学長
などを経て2014 年4月から現職。

よしざわ やすゆき
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立石博高学長（以下、立石）　現在、
大学を取り巻く環境は大変厳しく
なっております。今後、大学が生き
残るためには、特色のある“ 尖っ
た” 大学同士が連携を深めること
がますます重要となるでしょう。
こうした観点から、今日は吉澤先
生にいろいろお話を伺いたいと思
います。
吉澤靖之学長（以下、吉澤）　私は
2014 年に、東京医科歯科大学の
学長に就任しました。就任後、最
初に着手したのが入試改革です。
有望な学生を幅広く集めるため、
Web 出願をスタートさせると同
時に、東京外大の先生にも入試面
接に加わっていただきました。医
学系の研究者は視野が狭くなりが
ちで、面接で人物を評価するのが
不得手なんですね。こうした経緯
から、両大学間で入試面接員の交
流が始まったわけです。

教養がなければ全人的医療は
実践できない

立石　人材育成に関して、吉澤先
生は過去にこんなことを書かれて
いますね。理系の人間は論理的思
考を得意とし、文系の人間は全体
を理解する感性や構想力を具えて
いる。そのどちらが欠けていても、
「全人的医療」を実現することはで
きない、と。この文章を読んで、大
変感銘を受けました。
吉澤　医者は最適な治療を行うた
め、必要な知識と技術を学ばなけ
ればなりません。しかし、十分な治
療効果を上げるためには、患者さ
んのバックグラウンドを理解する
ことも必要です。
ある患者さんは、他家に養子入り

したことで喘息が悪化し、帰宅す
るたびに発作を起こすようになり
ました。病気は心の状態と深く結
びついているので、患者さんが置
かれた家庭的・社会的な環境を理
解しないと、治療が難しい面があ
る。それを理解した上で、患者さん
の体と心を総体的に癒やすことが
重要です。
立石　それが、先生のおっしゃる
「全人的医療」ですね。
吉澤　そうです。患者さんの状態
を総体的に診なければ、体のどこ
に問題があるのか、病気の原因は
何かを理解することはできない。
昔の医者には、それを見極める力
がありました。学部で2年間教養
を学んだり、学生運動に熱中した
りと、医学以外のことを学ぶ機会
がふんだんにあったからです。
ところが、今の医学生は医学の勉
強しかしない。しかも、最近は診察
室で、コンピューターの画面を見
ながら患者さんと会話するように
なった。患者さんの顔をほとんど
見ないままに診療を終える医者も
います。これでは、患者さんの状態
を総体的に診ることは難しいと言

わざるを得ません。
立石　学生運動といえば、吉澤先
生も若かりし頃は、かなりご活躍
されたようですね。
吉澤　私が先頭に立って旗振り役
を務めたわけではありませんが、
教養部のある市川市で原潜寄港反
対デモの委員長を務めたこともあ
ります。あの頃は、学生運動を通じ
て感受性を磨いていくようなとこ
ろがあった。「この現状を変えなく
ては」「そのためには何をすべき
か」と、皆が真剣に考え、夜を徹し
て議論を戦わせたものです。
ところが、今、医者を目指す若い人
たちには、そういう感受性が欠け
ている。私自身も、今でこそ学長を
やっていますが、過去には失敗ば
かりしてきた人間です。失敗を経
験すると、「なぜ失敗したのか」と
考えますよね。その繰り返しで人
間は成長していく。前向きな失敗
は人を育てるのです。
本学には、中高一貫校でトップク
ラスの成績を取ってきたような学
生が多い。しかし、勉強だけをして
医者になったような人間は、ろく
な医者になりません。今後はもっ
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と多様な人材が集められるよう、
入試の方法も変えていきたいと
思っています。
立石　多様性がないと、学内に活
力が生まれませんからね。ところ
が、今の子どもたちはかわいそう
なことに、失敗を経験できるだけ
のゆとりもない。
実を言えば、私は東京外大に7年
間在学したのです。1年間は語学
留学で、後の2年間は休学してマ
ドリード（スペイン）の日本大使館
で働いていました。滞欧中に「勉強
したい」という思いが募り、帰国し
て大学院に進学。今の子どもたち
とは対極にある生き方ですよね。
昭和30、40 年代に青春を過ごし
た世代は、今で言う“ ゆとり世代”
に近いように感じています。当時
のような大学生活を再現すること
は不可能ですから、大学側は十分
な資質を持ち、自分の大学の特色
に合った学生を入学させ、責任を
持って育てていかなければならな
い。そういう体制づくりが大学人
には求められている、ということ
ですね。
吉澤　その通りです。本学の基本
理念は、「知と癒しの匠を創造し、
人々の幸福に貢献する」というも
のです。医者には知識や技術・技
能も必要ですが、それだけで「知」
に到達することはできない。自己
アイデンティティーを求めて試行
錯誤することが大変重要です。
一方、「癒し」の力を磨くためには、
教養や感性、多様性を受け入れる
コミュニケーション力が必要で
す。コンピューター画面を見なが
ら、自分の意見を患者さんに一方
的に押しつけるような診療では駄

目なんですね。患者さんの話をま
ず受け止めて、自分なりに理解し、
専門的な立場から助言をする。そ
れが我々医者の仕事ですから。

大学間交流を通じて新しい学
問領域を創生

立石　その意味でも、私どもが貴
学の入試のお役に立てたことはう
れしいですね。本学でも、「暮らし
と健康」という科目で、医科歯科大
の先生たちに授業をしていただい
ております。
吉澤　こうした大学間交流を通じ
て、新しい学問領域を生み出せな
いか、と考えています。キーワー
ドは「言語、文化、宗教から見た世

界」。死生観や病に対する考え方は
国によって違う。東京外大との交
流を通じて、医療と言語・文化・宗
教を結びつける新しい学問分野を
創造したい、というのが私の夢な
のです。
立石　私もそれを期待しておりま
す。本学の学生が新たな見方や考
え方を学ぶために、今後もご協力
いただきたいと考えています。
吉澤　本学でも、教養部で人文系
の学問を学ぶ機会を一層充実させ
ることによって、「知と癒し」を兼
ね具えた医者を育てていきたいで
すね。
「全人的医療」を実現するために
は、知識を十分に咀嚼し、「知」のレ
ベルにまで引き上げることが重要
です。そのために必要なのは、教養
でありヒューマニティーです。優
れた医者になるためには、絵を見
て素晴らしいと感じ、その素晴ら
しさを表現できるような感性や直
観力が必要なのです。
立石　ヒューマニティーとは「人
文知」を意味する語ですが、本来
ヒューマニティーとは、芸術から
科学までを包含する博物学的な
知の体系でした。このようなユニ
バーサル・ナレッジが求められて
いたからこそ、ルネサンス期には
レオナルド・ダ・ヴィンチのよう
な万能の超人が大いに活躍したわ
けです。ところが、社会が複雑化
し、地球規模でさまざまな問題が
噴出している現代においては、1
人の超人がすべての知を包括する
ことは難しい。さまざまな学問分
野の研究者が協働することが、ま
すます必要になるわけですね。
吉澤　異分野の研究者による協
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TATEISHI HirotakaYOSHIZAWA Yasuyuki

学長対談
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働がもたらすメリットは2つあり
ます。1つは「新しい学問分野の創
生」、もう1つは「研究費申請の効
率化」です。重箱の隅をつつくよう
なやり方で研究費を申請しても、
予算を確保するのは難しい。まず
は全体構想をつくり、連携先を探
しながら、研究費を共同申請する
のが効果的です。
例えば、日本企業の海外拠点で働
く人々は、医療や健康に関心が高
く、現地の状況や文化を知りたい
という意欲も高い。こうした企業
と協力しながら、研究を進めるこ
とは十分に可能です。本学のよう
に病院機能を持つ大学は、予算規
模が大きい半面、人件費もかさむ。
それを解決する方法の一つが、産
業界との連携だと考えています。

特色ある大学が連携して付加
価値の高い人材を育成

立石　ところで、貴学は本学と同
様、スーパーグローバル大学創成
支援校（以下、スーパーグローバル
大学）に指定されていますね。スー
パーグローバル大学に求められる
国際化対応や貧困国・地域への貢
献について、どのような活動をさ
れていますか。
吉澤　医療の国際貢献には現地の
実情に応じた人材育成が重要と考
えています。本学の海外拠点は、
ガーナ大学とタイのチュラロン
コーン大学、チリ大学にあります。
このうち、チュラロンコーン大学
とチリ大学との間では、2つの大
学が共同で博士号を授与するジョ
イント・ディグリー・プログラム
を設置しています。また、ガーナ大
学とも同プログラムを実施するた

め、協議を進めているところです。
立石　東京外大では「留学200％」
というスローガンを掲げ、留学
を奨励しています。1・2 年次に
ショートビジットを行い、3・4年
次に1年間の交換留学をするとい
う仕組みです。また、本学は海外の
地域研究の拠点であると同時に、
「日本を世界に発信する」という目
標も持っています。海外での日本
研究や日本語教育を促進するた
め、グローバル・ジャパン・オフィ
スを世界15 の協定校に設置して
おります。

吉澤　国際貢献という点では、チ
リ保健省からの要請により、大腸
がん早期診断プロジェクトに協力
しています。それから、感染症研究
で有名なタイのマヒドン大学と連
携して、フィールドワークを行う
ことも計画しています。フィール
ドワークを実施するとなると、現
地の宗教や文化、言語などの知識
は必須ですから、貴学との協力が
大きな強みになると期待していま
す。
立石　それは素晴らしいですね。
本学の卒業生で、ペルシア語を専
攻して現地の医療問題に関心を持
ち、貴学で博士号を取得して、国際
保健医療事業開発学の講師をして
いる女性がいます。これからは、語
学に堪能で、地域の事情に精通し、
医療政策に関わる人材がますます
求められるでしょうね。
吉澤　大学同士で連携しながら、
そうした人材をシステマチック
に育成する、新しい学問分野やプ
ログラムをつくっていきたいです
ね。
立石　今後、特色ある大学として
生き残るためにも、貴学のような
“ 尖った” 大学と連携しながら、本
学に欠けた部分を補完していきた
い。また、産業界とも連携を深めな
がら、社会の持続的発展のベース
となるイノベーションを考えてい
く必要がありますね。
吉澤　おっしゃる通りです。人材
育成、新しい学問領域の創生、グ
ローバリゼーション、産学官連携
――課題は山積みですが、大学間
で協調しながら、着実に取り組み
を進めていくことが大切だと思い
ます。

“
尖
っ
た
”

　
大
学
同
士
が

　
連
携
す
る
こ
と
に

　
意
味
が
あ
る

President Talk
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T O P I C 1

国際日本学部への期待
日本を取り巻く世界の環境の変化、日本のプレゼンスの相対的な低下、
日本社会の多言語・多文化化など、
現代日本の抱える課題の問題解決に寄与する人材を育成するため、
東京外国語大学は、3つ目の学部として、
2019 年度に「国際日本学部」の新設を
構想・設置申請（2018 年 5 月 1日現在 )しています。

School of  Japan
 

Studies
国際日本学部

国際的な視野から日本を総合的に学び、世界に向けて日本を発信する力や、多文化化する日本の問題解決に資する知識
や協働力を備えた人材

養成する人材像

学びの 3 つの特色

日本そのものをフィールドとして、
分野を超えた多角的な視点で日本を捉え直す

日本そのものをフィールドとして分野を超え、多角的
な視点で日本を捉え直します。私たちが暮らす日本と
いう国を、世界の中に位置付けて学ぶのが国際日本学

部です。具体的には、日本の政治・経済・社会・歴史、日
本の文学・文化、日本語を学びます。また、世界で日本
語を教えるための知識も身に付けることができます。

日本人学生と留学生が一緒に学び、
英語と日本語をコミュニケーションツールとして用いる

日本語と英語をコミュニケーションツールとして用い、
日本人学生と留学生がいっしょに学びます。本学部は、
英語でも日本語でも、きちんとしたコミュニケーショ

ンがとれるようになることを目標としています。授業
の多くの英語で行われますが、日本語の書く、読む、話
す力を高めるプログラムも用意されています。

自律性を養い、多様な人々と協働する
課題解決型のアクティブ・ラーニング

自律性を涵養し、多様な人々との協働による課題解決型
のアクティブ・ラーニングに取り組みます。１年次の「多
文化コラボレーション」科目をはじめ、多くの授業で、問

題を発見し、解決の方策を話合い、そして解決のために行
動する活動を行います。学内はもとより、地域社会、さら
には海外にでかけて行うフィールドワークもあります。

3
Point

2
Point

1
Point
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S c h o o l  o f  J a p a n  S t u d i e s

国 際 日 本 学 部 へ の 期 待

　　　「国際日本学」とはどのような
学問ですか

日本以外のさまざまな国・地域の人々が

日本をどう見ているか、どう思っている

かを知る学問です。海外の人たちに日本

に対する理解を深めていただくには、国

際的な視野を理解した上で、「日本」とい

うものを捉え、発信していく必要があり

ます。そのことにより、同時に、私たち日

本人自身の日本理解も深まっていきま

す。ひとことで言うと、そのような学問

です。

　　　具体的にどんなことを学んで
いきますか

例えば日本の歴史を学ぶのに、日本の大

学の日本史学科で学ぶのと違って、海外

諸地域で日本の歴史がどのように捉え

られているかにも目配りをしつつ学ぶ

ことを大切にしていきます。日本の文

化、社会、あるいは日本語はどんな性質

なのかといったことを、客観的に捉え、

伝える力を育てたいと思っています。本

学は、ご存知の通り語学に強い大学です

ので、この国際日本学にアプローチする

手段としての言語は大事にしていきた

いと思っています。特に英語はしっかり

身につけてほしいと考えています。

　　　どのような教師陣を用意して
いますか

社会学系、文学系、言語学系、国際系な

ど、日本を多角的に捉えるためにさまざ

まな分野の教員がいます。日本語を母語

としない人への日本語教育を専門とす

る教員もいます。また、例えば、日本文学

国際日本学研究院の早津惠美子研究院長に
国際日本学部の魅力をインタビュー

intervie w

1

HAYATSU Emiko

早津　惠美子 大学院国際日本学研究院　教授
専門分野：言語学、日本語学

を専門にしているインド人の先生、日本

映画を専門としているドイツの先生、現

代日本史を専門にしている英国人の先

生など外国人の教員も多くいます。

　　　教育の特長を教えてください

国際日本学部の入試では、日本人45 名

に対して留学生30 名を募集する予定で

す。留学生の割合がかなり高くなりま

す。1 年次から「多文化協働科目」といっ

たいわゆる課題解決型学習に、これらの

留学生とともに取り組みます。留学生の

中には、まだ日本語がそれほどできない

人もいます。日本人学生にも英語でのコ

ミュニケーションに自信のない学生も

いるでしょう。そのため最初は語学力に

ばらつきがありますし、様々な文化背景

をもつ留学生が仲間となるため、多文化

な学生が一つの課題に取り組むことに

なります。その中でお互いが小さな異文

化体験を積み重ねていきます。

　　　どんな人材を育てていきたい
ですか

国際的な視野から日本を総合的に理解

し、世界に向けて日本を発信する力や、

多文化化する日本の問題解決に資する

知識や協働力を備えた人材を育ててい

きたいと考えています。これらの力は、

卒業後、企業、ジャーナリズム、あるいは

国際機関、自治体の国際部署などで幅広

く活かすことができると考えています。

また近年、日本の公立学校でも外国籍や

帰国子女など日本語能力が十分でない

子どもが入学するケースが増えていま

す。国際日本学部で身につけた多文化理

解力は、そうした子どもたちを対象とし

た教育でも発揮するのではないかと思

います。
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三大学協働教育
T O P I C 2

I n t e r - u n i v e r s i t y  E x c h a n g e  P r o j e c t

三 大 学 協 働 教 育

東京外国語大学は、2016 年度に、東京農工大学、電気通信大学と連携・協力の推進に関する基本協定
および三大学事業に係る単位互換に関する覚書を締結し、さまざまな連携を図ってきました。
2019 年度には、連携をさらに発展させ、三大学共同の複合新領域「共同サステイナビリティ研究専攻」の新
設を構想・設置申請しています。文理各分野における卓越・ユニークな単科大学の協働により、国内外で活躍
する強い人材を養成します。

三大学協働教育概要
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大学の世界展開力強化事業（ロシア）
T O P I C 3

I n t e r - u n i v e r s i t y  E x c h a n g e  P r o j e c t

大 学 の 世 界 展 開 力 強 化 事 業

国際的に活躍できるグローバル人材の育成と大学教育のグローバル展開力の強化を目指し、
大学の世界展開力事業とは、日本人学生の海外留学と外国人学生の戦略的受入を行うことを目的として、
文部科学省の支援を受けて実施する事業です。
東京外国語大学は、この大学の世界展開力強化事業において、2015 年度に中南米諸国との事業、
2016 年度にASEAN地域との事業、そして 2017 年度にロシアとの事業が採択され、推進しています。
2017 年度に新規に採用されたロシアとの事業について紹介します。

本学のOB・OG の立場から支援してい

ただくため、「TUFS 日露ビジネスネッ

トワーク」を組織し、卒業生のうちロシ

アビジネスに関わっている、あるいは経

験のある方々に参加していただいてい

ます。本学の在校生・留学生からのキャ

リア相談に乗り、彼らにロシアビジネ

スについて語り、所属企業・団体で後輩

たちにインターンシップの機会を与え

る、あるいは与えるための橋渡しをする

等々の支援が期待されています。こうし

た活動を通じ、本プログラムに参加した

日露双方の学生が在学中に社会性を身

につけ、将来日露ビジネスのさまざまな

分野・ジャンルで活躍できるようになる

ことを目指しています。

プログラム・コーディネーターの新井滋特任教授にインタビューintervie w 3

業を通じ、本学とロシアの大学間の連携

を強化し、双方で、社会の多様な分野で活

躍できる学生の育成に努めてまいります。

本事業の骨子は、日本（東京外国語大学）

とロシアの6 協定大学双方の学生に、短

期留学・長期留学とインターンシップ

を組み合わせた＜専門教育と就労の機

会＞を提供することです。そのために

本学の同窓会組織「東京外語会」と日露

ビジネスで活躍する本学出身者の組織

「TUFS 日露ビジネス・ネットワーク」の

協力を得て、さまざまな業種のインター

ンシップ先を確保しました。めざすは、

高い言語能力とたしかな教養としなや

かな知性を備え、＜他者＞を尊重する想

像力、自由と平和を愛する心、さまざま

な課題を解決するための交渉力と調整

力を併せ持ち、日露ビジネスの重要な担

い手となる人材を育てることです。本事

事業推進責任者の沼野恭子教授にインタビューintervie w 2

日露人的交流の飛躍的拡大に貢献する
TUFS 日露ビジネス人材育成プログラム
東京外国語大学とロシアの６つの協定校が、日露ビジネス人材の育成
のために共同で行う取組です。
本プログラムは、1）短期留学プログラム、2）長期留学プログラム、3）イ
ンターンシップ・プログラムからなり、各大学が行う「ロシア関係教
育」「日本関係教育」「実学的な経済関係教育」をそれぞれ強化・高度化し、
言語力、ロシア及び日本に関する教養・知識、経済についての知見、交
渉力・調整力を併せ持ち、両国間の経済・文化交流を現場で支える高度
な「日露ビジネス人材」を育成します。

モスクワでのインターンシップの様子

海外連携大学

モスクワ国立大学
モスクワ国立国際関係大学
ロシア国立人文大学

国立研究大学高等経済学院
サンクト・ペテルブルグ国立大学
極東連邦大学
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私の専門分野は英語教育学で、主に
スピーキング能力の評価の効果的な
在り方ついて研究しています。慣れない外国語で自分の考えを表現
するのは、大変難しいことです。しかし、自分が完璧ではない！いう
恐怖と闘いながら、自分との折り合いをつけることによって、きっ
と新しい自分を発見できると信じています。みなさんと一緒に、英
語でたくさん発信し、新しい自分を発見していきたいと思います。

世界言語社会教育センター

2017 年 10 月 1 日着任 2018 年 4 月 1 日着任

外国語評価

周　育佳

東京外大のメンバーに
なった方々からコメントをいただきました

新 任 教 員 紹 介

INFORMATION

ZHOU Yujia

特任講師

ある自然条件のなかで人間がいかに
それを利用してきたかという問題に
ついて歴史的に理解することを目指

アジア・アフリカ言語文化研究所

西アジア史・地域研究

熊倉　和歌子
KUMAKURA Wakako

助教

英国、ロンドン出身ですが、２０年
以上日本に住んでいます。日本の近
現代史について様々な分野で研究
を行っています。戦争記憶、メディア分析、北海道史、そして最近は
コンテンツツーリズム（観光学）を研究し、人間にとって「物語」の重
要性に関して興味を持っています。日本学（地域研究）の魅力は、多
くの学問分野をまたがる研究を行い、予想できなかったところでつ
ながりを発見することだと思います。

大学院国際日本学研究院

現代日本研究

フィリップ　シートン
SEATON, Philip

教授

ラテンアメリカの歴史を専門に研
究してきましたが、現代の政治経済
についてもある程度は指導できま
す。主に扱ってきたのはメキシコ・ペルー・キューバなどですが、ス
ペイン語圏を広く研究しています。最近は国際移民のことを調べて
いて、とくにメキシコから米国への移住に関心があります。地域に
根ざしつつ地域を超えた広い視野をもって皆さんとともに学んで
いきたいと思っています。

大学院総合国際学研究院

ラテンアメリカ地域研究

高橋　均
TAKAHASHI Hitoshi

特任教授

フランス文学・文化史の研究をして
います。プルーストをはじめとする
19 世紀から20 世紀にかけての文学
と絵画や写真をめぐる美術批評との関連性の分析、およびヴェルヌ
に代表される大衆文学と純文学との関係性の考察と、未邦訳のヴェ
ルヌ作品の翻訳・紹介を通して現代作家としてヴェルヌを甦らせる
仕事をしています。フランス語を通して面白い世界をみなさんと一
緒に日々発見していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い
致します。

大学院総合国際学研究院

フランス文化研究

荒原　邦博
ARAHARA Kunihiro

准教授

シナ・チベット語族チベット・ビルマ
語派に属する少数言語のうち、特に
ミャンマー北部に分布する言語を対象にフィールドワークに基づく
調査と研究を行っています。これらの言語に見られる言語特徴が多様
性と普遍性の観点から世界や東南アジア地域の言語の中でどのよう
に位置づけられるかに関心を持っています。また、近年はこれら失わ
れつつある言語と文化を記録・保存・再活性化する目的で、蒐集した
一次資料のデジタルアーカイブでの公開を進めています。

アジア・アフリカ言語文化研究所

言語学、
チベット・ビルマ諸語

倉部　慶太
KURABE Keita

助教

しています。研究対象は中近世エジプトのナイル流域です。自分の専
門は歴史学ですが、古文書を読み込むだけではエジプトの自然環境の
単純さとダイナミズムの双方を理解することはできない！というこ
とで、フィールドに出ては地形や景観を観察し、古地図をあさっては
現代の地図と重ね合わせて変化を眺め…と様々なアプローチを試み
ています。これからAA 研で人・研究・今まで考えもしなかったアイデ
アと出会うのを楽しみにしています。
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社会学を軸に、軍事や開発をめぐる
社会運動の研究を行ってきました。
研究の原点は沖縄やハワイといっ
た島々における経験です。太平洋の島嶼を行き来する人びとの経験
が国家や資本、戦争とどのように絡まり合っているのかを探究し、
個々人の具体的経験（ライフヒストリー）と島／群島の経験（歴史）
の接点を捉える面白さを授業では伝えていければと思っています。

世界言語社会教育センター

社会学

上原　こずえ
UEHARA Kozue

特任講師

私はアメリカ文学・文化について、
とくに20 世紀の小説を中心に研究
しています。とりわけ、文学作品を
読む・書くという行為が、視覚的経験といかなる関係にあるのかに
関心があります。絵画や写真、映画といった視覚芸術の登場と普及
によって、「文学」なるものがどのように変質してきたのかという問
題意識のもとに、モダニズムを新たな視点から捉え直すことが近年
の研究における主な課題です。

世界言語社会教育センター

20 世紀アメリカ文学・文化

相木　裕史
AIKI Hiroshi

特任講師

米国の外交史と日本研究の流れを
くみ、戦後初期における日米関係
の再構築を、「近代化」という歴史
的文脈において再分析しています。日米の近代化言説を比較分析す
ると、そのトランスナショナル性や歴史的連続性を再発見でき、冷
戦構造の知的枠組みからはなれ、戦後日米関係形成の文化的要因が
見えてくることに面白さを感じます。文化面での国際関係への興味
は、日米の二国だけではなく、東アジア地域へも広げています。

世界言語社会教育センター

国際関係論

木村　正美
KIMURA Masami

特任講師

専門は日本語文法で、特に文末の助
動詞（助辞）を研究対象としていま
す。推論を表すモダリティ形式が
どのような体系性をなしているのかについて研究してきましたが、
現在では通時的な研究にも興味を持ち、資料を集めて分析していま
す。日本語教育の分野では、IJ 共学・協働によるプロジェクト型授業
の運営をしてきましたので、この大学でも学生のみなさんと色々な
試みができればと思っています。

世界言語社会教育センター

日本語教育

幸松　英恵
YUKIMATSU Hanae

特任講師

ドイツ近現代史、とくにナチズムが
専門です。独裁体制であるにもか
かわらず、なぜ多くの「ふつうの人
びと」が支持したのかを明らかにするため、兵士たちが家族に書き
送った手紙を分析してきました。現在は、歴史において感情が果た
す役割について研究を進めています。自分が興味を持ったことにつ
いて、真面目に真摯に向かい合い、徹底的に掘り下げようとする皆
さんとの出会いを、楽しみにしています。

世界言語社会教育センター

中央ヨーロッパの現代社会研究

小野寺　拓也
ONODERA Takuya

特任講師

日本の映画史、特に貫戦期の日本映
画と社会の相互作用を専門に研究
しています。人々がいかにあの時代
を経験したのか、映画を通じて知ることができます。授業では、日本
の映画史、映画と社会の関係性、映画の分析、日本文化などを教えて
います。東京外大は幸運なことに、映画のまちとして知られる調布
市の近くに位置します。新しい環境で、先生方や学生や地域の方々
と交流できることを楽しみにしています。

世界言語社会教育センター

日本文化研究

イリス　ハウカンプ
HAUKAMP, Iris

特任講師

エジプトの近代史を専門としてい
ます。特に、コプトと呼ばれるエジ
プトのキリスト教徒の文化ナショ
ナリズムに関心を抱いて研究を続けてきました。学部と大学院では
エジプトに留学し、その後イギリスでも研鑽を積みました。東京外
大では、アラビア語の授業と、文化とナショナリズムに関する授業
を担当しています。アラブ世界の言語的、文化的、宗教的多様性を紹
介していきたいと思っています。

世界言語社会教育センター

アラブ言語文化研究

三代川　寛子
MIYOKAWA Hiroko

特任講師

INFORMATION

さらに詳しい情報は、
東京外国語大学の研究者一覧の
ホームページもご参照ください。

http://www.tufs.ac.jp/research/
researcher/people/

Check!
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ブルーナ
ゲブハルトヴァー，
マルケータ
BRUNA GEBHARTOVÁ, 
Markéta

世界言語社会教育センター
特任講師　チェコ語

近藤　ペレス，
クララ　美樹
KONDO PÉREZ, Clara Miki

世界言語社会教育センター
特任教授　スペイン語

梁菲
LIANG, Fei

世界言語社会教育センター
特任教授　中国語

鄭基仁
CHONG, Ki-In

世界言語社会教育センター
特任准教授　朝鮮語

ファリダ　
モハメッド
Faridah Mohamed

世界言語社会教育センター
特任准教授
マレーシア語

ラッタナー
トーサクン
TOSAKUL, Ratana

世界言語社会教育センター
特任教授　タイ語

ブイ　ズイ
ズオン
BUI DUY DUONG

世界言語社会教育センター
特任講師　ベトナム語

ハーン　アーミル
アリー
KHAN, Amir Ali

世界言語社会教育センター
特任准教授
ウルドゥー語

マンダル
シュジット　クマル
MANDAL, Sujit Kumar

世界言語社会教育センター
特任准教授
ベンガル語

クルチ　エンギン
KILIC, Engin

世界言語社会教育センター
特任教授　 トルコ語

ビリック　エヴァ
BILIK Eva

世界言語社会教育センター
特任講師　ドイツ語

プヨ　バティスト
PUYO Baptiste

世界言語社会教育センター
特任講師　フランス語

プリエト
ベアトリス
PRIETO Beatriz

世界言語社会教育センター
特任講師　スペイン語

2018 年 4 月 1 日より着任された、
特定外国語教員の紹介です。

外 国 語 教 員 紹 介
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大学院総合国際学研究院 アジア・アフリカ言語文化研究所

アメリカ政治史 マルチメディア・データベース、
多言語処理論

金井　光太朗 芝野　耕司
KANAI Kotaro SHIBANO Koji

教授 教授

外大生活20 年で退職しました。言
語教育専門ではないため始めは居

大学での勉学や研究の基本は、正し
く読むことにある。入門書から始

づらさも感じましたが、在職の間に認識を新たにしました。人間の
多様さを理解しその間でいかに上手にコミュニケーションをとっ
てゆけるか、その研究教育の場です。授業だけでなく研究会、講演
会、イベント、ボランティアなどを通じて活発な実践もあり参加し
てきました。大学は「役に立つ知識」の訓練よりも人間性を豊かにす
る魅力的な学びの場であることが重要です。今後もできるだけ関
わってゆきたいと願っています。

め、専門書、展望論文、そして、原著論文へと先行研究を読み進める
だけではなく、論文に書かれていることを完全に理解し、再現でき
るまでになることが基本となる。言語教育の世界標準であCEFR(The 
Common European Framework of Reference for language learning, 
teaching and assessment) は、一種の国際規格であり、この規格に合
致するということはこの規格で規定するCan-do 教育を行うことで
ある。

お勧めの 1 冊 Book recommend

『11 の国のアメリカ史――分断と相克の 400 年』上下
コリン・ウダード著、肥後本芳男他訳（岩波書店 , 2017）
合衆国は統一国家というよりEU 並の多様な文化的背景を持つ11 の国の
連合が本質であり、分離（エグジット）も十分あり得ることが理解できる本。

『増補改訂 JIS 漢字字典』
芝野耕司編著（日本規格協会 , 2002）
日本の最大規模の人名データベース及び地名データベースより抽出した日
本における漢字の読みと用例を収録。

『わたしを離さないで』
カズオ・イシグロ著、土屋政雄訳（早川書房 , 2008）
日本語教師としては、原題“Never Let Me Go” と邦題の比較などから垣間
見える日本語と英語の違いも気になります。

お勧めの 1 冊 Book recommend

大学院総合国際学研究院 大学院国際日本学研究院

ドイツ・中欧近現代史、
ドイツ・ヨーロッパ地域研究

日本語教育学

相馬　保夫 金子　比呂子
SOMA Yasuo KANEKO Hiroko

教授 准教授

思いもよらず褒めてもらったこと
がきっかけで、ここ一年ほど府中

他の多様な意見の持ち主と互いに
忌憚なく話し合った結果、何らかの

キャンパスの自然を写真に撮るようになりました。すると、これま
で日常的に見ていた風景がファインダーを通して輝いて見えます。
新しい発見にワクワク胸をおどらせた少年の日を思い出します。
春の桜と新緑、夏の雲や秋の紅葉、冬の雪景色、やって来るカルガ
モ、アメンボ、シダーローズにムクドリの赤ちゃんまで。その一部は
TUFStagram に載り、はからずも退職の年にインスタ・デヴューす
ることになった次第です。

合意点に達し、より深く互いを理解することが可能になる…そのよ
うな「対話」力の養成を目指す日本語の教育に携わりたいと思って
いた私が、留学生日本語教育センターという場を得て、日本を含め
50 近くの国・地域の学生との「対話」から自身の「対話」力も鍛えら
れると同時に、同僚や院生に挑まれ、応えることで得た知見を教育
現場に生かすという理想的な形で教え続けてこられたことを幸せ
に思います。挑まれるより労わられる局面も多くなった昨今、まだ
まだ挑まれる存在でありたいと、新たな段階に向けて充電中です。

お勧めの 1 冊 Book recommend お勧めの 1 冊 Book recommend

INFORMATION

お世話になりました。

退 職 さ れ た
先 生 方 か ら の 手 紙

『ロバート・キャパ写真集』
（岩波文庫 , 2017）
報道写真家キャパの優しい眼差しが心を打ちます。自伝『ちょっとピンボ
ケ』（文春文庫、1979）も合わせ読むといいと思います。
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早 わ か り
目指せ！留学

200
%

04在籍学生数
（正規生）
学部	 3,907名
	 言語文化学部	 1,933名
	 国際社会学部	 1,964名
	 10名

大学院	 529名
	 博士前期	 	 326名
	 博士後期	 	 203名

	 	 在学生数　計4,436名

01大学の歴史
起源	 江戸時代の蕃書調所（1857）

建学	 東京外国語学校（1873）

創立	 高等商業学校　附属外国語学校（1897）

独立	 東京外国語学校（1899）

　東京外国語大学（1949）

02主な組織
学部	 言語文化学部、国際社会学部

大学院	 大学院総合国際学研究科

研究所	 アジア・アフリカ言語文化研究所

その他	 留学生日本語教育センター

	 附属図書館など

05学部留学者数
（2017 年度実績）
短期留学（3ヶ月未満）	 692名
長期留学（3ヶ月以上）	 855名
	       交換留学   362名
	       その他      493名

                         計1,547名

主専攻語	 	28言語
	 	英語、ドイツ語、ポーランド語、チェコ語、フランス語、イタリア語、
	 スペイン語、ポルトガル語、ロシア語、ウズベク語、モンゴル語、日本語、
	 中国語、朝鮮語、インドネシア語、マレーシア語、フィリピン語、タイ語、
	 ラオス語、ベトナム語、カンボジア語、ビルマ語、ウルドゥー語、
	 ヒンディー語、ベンガル語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語

主専攻語以外	 46言語06学べる言語数
計74言語

世界各地域から

を超える言語資料
28003蔵書数約86万冊

和漢書	 約30万冊
洋書	 約47万冊
製本雑誌等	 約9万冊

2023年に建学

150
周年を迎えます

新制大学発足

外国語学部（学部改変により募集終了）

16
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東 京 外 大
TUFSに関する 10のこと

07
08教職員数 女性比率

女性役員等	 　　 8 名中（25.0％）

女性部局長	 8 名中（62.5％）

女性教員		 261 名中（36.3％）

女性職員		 136 名中（37.5％）

学部生	 	 3,907 名中（66.4％）

大学院生		  529 名中（61.6％）

2018年5月1日現在

2名 /
5名 / 

95名 / 
51名 / 

2,596名 / 
326名 / 

役員等	 8名
教員	 261名

（うち外国人教員 43名

事務局	 110名
その他	 26 名

計405名

09海外協定校

72カ国・地域 203
アジア 18カ国・地域 65機関

オセアニア 2カ国・地域 5機関

中東 6カ国・地域 13機関

アフリカ 10カ国・地域 13機関

ヨーロッパ 27カ国・地域 84機関

北米 2カ国・地域 13機関

中南米 7カ国・地域 10機関

）

機関

17

10留学生数
学部正規生 180名

221名

111名

182名

43名

大学院正規生

研究生

交換留学生

その他

737名計

カ国から
84
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世界に広がる
18
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学術交流協定
19
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研究力
教員専門分野一覧
主な研究組織
	 アジア・アフリカ言語文化研究所
	 南アジア研究センター
	 現代アフリカ地域研究センター
	 国際日本研究センター
	 語学研究所
	 海外事情研究所
	 総合文化研究所
	 国際関係研究所
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研
究
力

教
育
力

学
生
支
援

社
会
貢
献
・
社
会
還
元

秋廣　尚恵	 フランス語学
五十嵐　孔一	 朝鮮語学
市川　雅教	 統計学
上田　広美	 カンボジア語学
浦田　和幸	 英語学
大谷　直輝	 認知言語学
岡野　賢二	 ビルマ語学
風間　伸次郎	 アルタイ諸言語
加藤　晴子	 中国語学
金指　久美子	 スラブ語学
川上　茂信	 スペイン語学
川口　裕司	 フランス語学
黒澤　直俊	 ポルトガル語学
斎藤　弘子	 英語音声学
佐野　洋	 情報工学
菅原　睦	 チュルク語
鈴木　玲子	 ラオス語学
高島　英幸	 英語教育学
趙　義成	 朝鮮語学
鶴田　知佳子	 通訳・翻訳学
投野　由紀夫	 コーパス言語学
内藤　稔	 コミュニティ通訳研究
中川　裕	 音声学・音韻論
長屋　尚典	 オーストロネシア諸語
南　潤珍	 朝鮮語学
成田　節	 ドイツ語学
温品　廉三	 モンゴル語学
根岸　雅史	 英語教育学
野元　裕樹	 マレー語学
匹田　剛	 ロシア語学
藤縄　康弘	 ドイツ語学
降幡　正志	 インドネシア語学
ボルロンガン, A. M.	 社会言語学
益子　幸江	 音声学
萬宮（小牧）　健策	 ウルドゥー語
箕浦　信勝	 言語学、手話諸言語
三宅　登之	 現代中国語
三代川　寛子	 アラブ言語文化研究
望月　圭子	 対照言語学
望月　源	 自然言語処理
森田　耕司	 スラヴ言語学
山本　真司	 イタリア語学
吉枝　聡子	 イラン諸語研究
吉冨　朝子	 第二言語習得

青山　亨	 東南アジア宗教史
荒原　邦博	 フランス文化研究
粟屋　利江	 南アジア近代史
岩崎　務	 西洋古典文学
岡田　和行	 モンゴル近代文学
岡田　知子	 カンボジア文学
加藤　雄二	 アメリカ文学・文化
川島　郁夫	 中国近世文学
久野　量一	 ラテンアメリカ文学
コースィット, T. T.	 タイ文化・文学
小久保　真理江	 芸術文化
逆井　聡人	 比較文学
佐々木　あや乃	 ペルシア古典文学
島田　志津夫	 中央アジア地域研究
鈴木　聡	 アングロ・アイリッシュ文学

教員 専門分野一覧
総合国際学研究院
世界言語社会教育センター総合国際学研究系
現代アフリカ地域研究センター
言語研究・言語応用研究

文化研究

武田　千香	 ブラジル文学
田島　充士	 教育心理学
西岡　あかね	 ドイツ文学
丹羽　京子	 ベンガル文学
沼野　恭子	 ロシア文学
野平　宗弘	 ベトナム文学
萩田　博	 ウルドゥー語学・文学
橋本　雄一	 中国近現代文学
林　和宏	 イタリア古典文学
林　佳世子	 西アジア史
藤井　守男	 ペルシア文学・思想
前田　和泉	 現代ロシア文学
真鍋　求	 神経生理学
丸山　空大	 宗教学
水野　善文	 インド思想
八木　久美子	 イスラム思想
山口　裕之	 ドイツ文化・思想
吉本　秀之	 科学技術史

青木　雅浩	 モンゴル近現代史
青山　弘之	 現代東アラブ政治
伊勢﨑　賢治	 平和構築
伊東　剛史	 イギリス近代史
今井　昭夫	 ベトナム近現代史
今福　龍太	 メディア批評
岩崎　稔	 哲学・政治思想
上原　こずえ	 社会学
内山　直子	 ラテンアメリカ地域研究
大石　高典	 アフリカ地域研究
大川　正彦	 現代政治理論
小笠原　欣幸	 台湾政治
岡田　昭人	 比較・国際教育学
小川　英文	 東南アジア考古学
小田原　琳	 イタリア史
小野寺　拓也	 中央ヨーロッパの現代社会研究
加藤　美帆	 教育社会学
蒲生　慶一	 国際経済学
菊池　陽子	 ラオス近現代史
木村　暁	 中央アジア史
金　富子	 ジェンダー論
日下部　尚徳	 バングラデシュ現代社会論
久米　順子	 西洋美術史
倉田　明子	 中国近代史
栗田　博之	 オセアニア研究
小松　久男	 中央アジア近現代史
坂井　真紀子	 アフリカ開発社会学
佐々木　孝弘	 アメリカ社会史
澤田　ゆかり	 現代中国研究
篠田　英朗	 平和構築
篠原　琢	 中東欧近代史
鈴木　茂	 ブラジル史
鈴木　美弥子	 民法
鈴木　義一	 現代ロシア研究
芹生　尚子	 フランス社会史
左右田　直規	 マレーシア政治社会史
高橋　均	 ラテンアメリカ地域研究	
武内　進一	 アフリカ研究
田島　陽一	 国際経済学
巽　由樹子	 ロシア近現代史
千葉　敏之	 ヨーロッパ中世史
出町　一恵	 国際経済論
土佐　桂子	 東南アジア人類学
中山　智香子	 経済思想・社会思想
中山　裕美	 国際関係論
丹羽　泉	 朝鮮宗教学

地域研究・国際研究

2018年 5月 1日現在
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布川　あゆみ	 比較教育学
古川　高子	 留学生教育支援

アジア・アフリカ言語文化研究所

荒川　慎太郎	 西夏語学
伊藤　智ゆき	 中期朝鮮語
小田　淳一	 計量文献学
倉部　慶太	 チベット・ビルマ諸語
呉人　徳司	 チュクチ語
児倉　徳和	 シベ語
澤田　英夫	 ビルマ系少数言語
塩原　朝子	 インドネシア諸言語
品川　大輔	 バントゥ諸語
中山　俊秀	 言語ドキュメンテーション研究
星　泉	 チベット文化圏の言語学
峰岸　真琴	 オーストロアジア諸語
山越　康裕	 モンゴル諸語
渡辺　己	 セイリッシュ語

飯塚　正人	 中東地域研究
石川　博樹	 アフリカの歴史
太田　信宏	 インドの歴史
小倉　智史	 南アジア地域研究
苅谷　康太	 西アフリカ地域研究
熊倉　和歌子	 西アジア史・地域研究
栗原　浩英	 ベトナム現代史
黒木　英充	 中東地域研究
近藤　信彰	 イラン近代史
高松　洋一	 オスマン朝史
錦田　愛子	 中東地域研究
野田　仁	 中央アジア史

河合　香吏	 東アフリカ牧畜民研究
佐久間　寛	 アフリカ地域研究
椎野　若菜	 東アフリカ民族誌
高島　淳	 インド宗教史
外川　昌彦	 南アジアの人類学
床呂　郁哉	 東南アジア島嶼部の人類学
西井　凉子	 東南アジア大陸部の人類学
深澤　秀夫	 社会人類学
吉田　ゆか子	 文化人類学

研
究
力

教
育
力

学
生
支
援

社
会
貢
献
・
社
会
還
元

福嶋　千穂	 近世ポーランド史
藤井　毅	 インド近現代史
真島　一郎	 文化人類学
松隈　潤	 国際法
松永　泰行	 政治学・国際関係論
宮田　敏之	 タイ経済研究
山内　由理子	 オセアニア地域研究
吉田　ゆり子	 日本近世史
米谷　匡史	 日本思想史
李　孝徳	 比較文学
若松　邦弘	 比較政治
渡辺　周	 経営学
渡邊　啓貴	 ヨーロッパ国際関係論

国際日本学研究院
世界言語社会教育センター国際日本学研究系

阿部　新	 社会言語学
荒川　洋平	 認知言語学
石澤　徹	 日本語教育学
伊集院　郁子	 日本語教育学
伊東　克洋	 応用言語学
伊東　祐郎	 日本語教育学
海野　多枝	 言語教育学
大津　友美	 日本語教育学
川村　大	 日本語学
木村　正美	 国際関係論
楠本　徹也	 日本語学
工藤　嘉名子	 日本語教育学
小松　由美	 異文化間コミュニケーション
坂本　惠	 日本語学
シートン， フィリップ	 現代日本研究
柴田　勝二	 日本近代文学
菅長　理恵	 日本語・日本文学
鈴木　智美	 日本語教育学
鈴木　美加	 日本語教育学
セン, ラージ・ラキ	 日本近現代文学 
伊達　宏子	 日本語教育学
谷口　龍子	 社会言語学
友常　勉	 日本思想史
中井　陽子	 日本語教育学
中村　彰	 日英統語論
ハウカンプ， イリス	 日本文化研究
花薗　悟	 日本語学
早津　惠美子	 日本語学
春名　展生	 日本史・日本政治
藤村　知子	 日本語教育学
藤森　弘子	 日本語教育学
ポーター, ジョン	 日本史
宮城　徹	 異文化間コミュニケーション
村尾　誠一	 日本古典文学
甕　隆博	 数学
幸松　英恵	 日本語教育
林　俊成	 言語教育工学

世界言語社会教育センター教育支援系

相木　裕史	 20 世紀アメリカ文学・文化
内海　陽子	 日本語教育
柏崎　正憲	 連携教育支援
金子　麻子	 英語教育
河内　彩香	 日本語教育
渋谷　博子	 日本語教育
周　育佳	 外国語評価

地域研究・歴史学

言語学

文化人類学

さらに詳しい情報は、東京外国語大学の研究者一覧の
ホームページもご参照ください。

http://www.tufs.ac.jp/research/researcher/people/

Check!
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主な研究組織

アジア・アフリカ言語文化研究所
本研究所（通称：AA 研）は、共同利用・共同研究拠点としてアジア・アフリカの

言語文化に関する総合的研究を行い、アジア・アフリカ世界に関する新たな
認識枠組み提供のための基盤形成に寄与すべく、次の 3 つを使命としています。

Research Institute for Languages and Cultures of Asia and Africa

臨地研究（フィールドサイエンス）に基づく国際的研究拠点としての共同利用・共同研究課題の実施

アジア・アフリカ諸地域の言語・文化等に関する研究資源の収集・分析・編纂および研究成果の発信

研究活動および研修・出版・セミナー等を通じた次世代研究者の養成

1
2
3

研究組織として、拠点認定された言語学、地域研究・歴史学、
文化人類学の3 分野の研究ユニットから成るプロジェクト研
究部を設置しています。これらの研究ユニットがそれぞれ国
内外の研究機関や現地コミュニティと連携して実施する国際
共同研究を「基幹研究」として設定し、強力かつ集中的に共同
研究を推進しています。また、共同研究を支援推進するため、2
つのセンターを設置しています。国内外の研究情報資源の蓄
積・ 加工・公開と、それを用いた共同研究手法の開発を行う

「情報資源利用研究センター」、臨地研究を主体とするフィー
ルドサイエンスの視点から研究手法の開発と研究企画を行う

「フィールドサイエンス研究企画センター」です。さらに、全国
の関連研究者から公募した「共同利用・共同研究課題」（共同
研究プロジェクト）も実施しています。「共同利用・共同研究
課題」の担い手である共同研究員は、国内外の最先端の研究を
行っている423 名の専門研究者であり、本研究所の所員との
共同研究を活発に展開しています。

中東・イスラーム圏における分極化とその政治 • 社会・文化的背景

本基幹研究は、中東からアフリカ、中央アジア、東南アジアまで
を含めたイスラーム圏において、現在最大の問題となっている
「分極化」の問題を多角的かつ統合的に分析し、その背景を明ら

かにすることを目標としています。本研究所のベイルート・コ
タキナバル両海外研究拠点と連携しながら、国際的規模で共同
研究を推進します。

アジア・アフリカにおけるハザードに対する「在来知」の可能性の探究

本基幹研究では、アジア・アフリカ各地域に根付いたやり方＝
「在来知」を理論的・方法論的地平から捉え直し、「在来知」の個
別を越えた多様な状況への適応可能性に道を拓き、リスク・ハ

ザードに対処する人類の知を統一的に構想することを目的とし
て、共同研究を進めています。

多言語・多文化共生に向けた循環型の言語研究体制の構築

本基幹研究は、アジア・アフリカ地域を主な対象に、言語資源を
もとにした共同研究を行うとともに、言語記録活動に従事する
次世代の研究者・現地コミュニティ人材の育成活動を行ってい

ます。また、これらの活動を通じて、諸研究機関のさらなる研究
の進展を促す循環型の言語研究体制を構築し、そのモデルの普
及と成果発信を行います。

基幹研究

アジア・アフリカ言語文化研究所棟
☎	042-330-5600
	 ilcaa@aa.tufs.ac.jp
設置：1964 年
HP：http://www.aa.tufs.ac.jp/
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課題名 研究代表者

アフリカ諸語における声調・アクセントの総合的研究	 梶茂樹	 （京都産業大学）

南西カラハリ・コエ語派の語彙の民族言語学的ドキュメンテーション	 中川裕	 （東京外国語大学）

バントゥ諸語のマイクロ・バリエーションの類型的研究（フェーズ１）	 阿部優子	 （東京女子大学）

アジア文字研究基盤の構築１：文字学に関する用語・概念の研究	 荒川慎太郎	（AA研）

青海チベット牧畜民の伝統文化とその変容～ドキュメンタリー言語学の手法に基づいて～	 星泉	 （AA研）

マレー語方言の変異の研究	 内海敦子	 （明星大学）

チュルク諸語における膠着性の諸相 －音韻・形態統語・意味の統合的研究－	 佐藤久美子	（国立国語研究所）

文法の動的体系性を探る (1)：文法の多重性と分散性	 中山俊秀	 （AA研）

モンゴル諸語における言語変容―外的要因と内的要因―	 山越康裕	 （AA研）

スワヒリ語諸変種にみられる多様性とダイナミズムへのアプローチ	 品川大輔	 （AA研）

アイヌ語現地調査資料のアーカイブズ構築にかんする学際的研究	 奥田統己	 （札幌学院大学）

言語系

富沢寿勇	 （静岡県立大学）

東・東南アジアの越境する子どもたち
－トランスナショナル家族の子どもをめぐる文化・アイデンティティとローカル社会－	 石井香世子	（立教大学）

「わざ」の人類学的研究－技術，身体，環境（「もの」の人類学的研究（3））	 床呂郁哉	 （AA研）

ダイナミズムとしての生―情動・思考・アートの方法論的接合	 西井凉子	 （AA研）

東南アジアのイスラームと文化多様性に関する学際的研究（第三期）
―紛争と共存のダイナミクス　（コタキナバル拠点）	

社会性の起原：ホミニゼーションをめぐって	 河合香吏	 （AA研）

『プレザンス・アフリケーヌ』研究（２）テキスト・思想・運動	 中村隆之	 （早稲田大学）

南アジアにおけるムスリム社会の民族誌的研究	 外川昌彦	 （AA研）

人類学系

歴史学・地域研究系

アフリカ農業・農村社会史の再構築：在来農業革命の視点から	 鶴田格	 （近畿大学）

ジャワ語テキストにみるジャワの宗教変容（２）ジャワのイスラーム化再考	 菅原由美	 （大阪大学）

イスラームに基づく経済活動・行為（第二期）	 福島康博	 （AA研）

近世南アジアの文化と社会：文学・宗教テクストの通言語的比較分析	 太田信宏	 （AA研）

中東社会における宗教宗派的・政治社会的少数派に関する研究　（ベイルート拠点）	 近藤洋平	 （AA研）

エチオピア・ジンマ王国伝来イスラーム祈祷集研究	 石川博樹	 （AA研）

簡牘学から日本東洋学の復活の道を探る―中国古代簡牘の横断領域的研究（３）	 陶安あんど（明治大学）

オスマン文書史料の基礎的研究	 髙松洋一	 （AA研）

イスラーム聖者廟の財産管理に関する史料学的研究：イラン・サファヴィー朝祖廟を事例として	 渡部良子	 （東京大学）

共同利用・共同研究課題　2018年度に進行中の課題
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主な研究組織

南アジア研究センター
FINDAS

本センターは、現代南アジアの構造変動に関する理解を、重層化・
多元化・輻輳化する社会運動の歴史・政治・社会学的分析、および
ジェンダー視角を軸として深めることを目的とします。さらに、国
内外の南アジア研究者のネットワークのハブとして共同研究を促
進させるとともに、若手研究者の育成および本学が所蔵する文献・
史資料群を充実させることを目指します。

研究講義棟 7階 700 室
☎	042-330-5222
	 findas_office@tufs.ac.jp
設置：2010 年
HP：http://www.tufs.ac.jp/ts/society/findas/

国際日本研究センター
International Center for Japanese Studies

本センターは、日本語・日本語教育、日本文化・社会に関する研究
分野について、個別的、総合的かつ複合的視点から調査研究し、そ
の成果を国内外に発信するとともに、 教育面にも反映・還元して
いくことを目指しています。日本語・日本研究をともに志す世界
の研究者、とりわけ若手研究者のネットワークを構築し、国内外の
諸機関と密接に連携して、双方向による多角的視野をもった国際
共同研究を行います。

アゴラ・グローバル 2階
☎	042-330-5794
	 info-icjs@tufs.ac.jp
設置：2009 年
HP：http://www.tufs.ac.jp/icjs/

現代アフリカ地域研究センター
African Studies Center

現代アフリカに関わる研究や教育の拠点としての機能に加え、ア
フリカ研究者の招聘や国内外のアフリカ研究機関との連携を通じ
て現代アフリカ研究のネットワークを構築し、そのハブとして機
能することを目指します。研究・教育やネットワーク構築の成果
は、現代アフリカの諸問題に対応できる人材の育成や関心を共有
する諸機関への幅広い情報提供によって社会還元するとともに、
ウェブサイトを通じて積極的に発信していきます。

研究講義棟 4階 401E2
☎	042-330-5540
	 africanstudies-center@tufs.ac.jp
設置：2017 年
HP: http://www.tufs.ac.jp/asc/
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語学研究所
Institute of Language Research

本研究所は、言語研究の全学的拠点として、日本をはじめ世界諸地域の言語・
言語教育・言語科学一般についての先端的な研究・調査を行っています。研究
成果は、大学教育への応用はもとより、公開講座等を通して広く社会に還元し
ています。刊行物には『語学研究所論集』などがあります。

研究講義棟 4階 419 室
☎	042-330-5407
	 ilr419@tufs.ac.jp
設置：1956 年　構成員：言語系教員約 70名
HP：http://www.tufs.ac.jp/common/fs/ilr/

研究講義棟 4階 427 室
☎	042-330-5405
	 ifa@tufs.ac.jp
設置：1954 年　構成員：地域研究・歴史研究系教員約 50名
HP：http://www.tufs.ac.jp/common/fs/ifa/

海外事情研究所
Institute for Global Area Studies

本研究所は、世界の様々な言語を駆使して専門領域の政治・経済・文化の研究
調査を行い、学際的共同研究へと発展させます。シンポジウムの開催や刊行物
を通じた研究成果の社会への還元、世界各地域に生起する諸問題に関する正
確な理解の普及、社会における「知」の共有促進等を積極的に進めていきます。

総合文化研究所
Institute of Transcultural Studies

本研究所は、ひろく文学・文化に関わる事象を扱いながら、文献学や翻訳学、批
評理論はもちろん、美学・美術史、思想史や人類学とよばれる領域にまたがり
研究を行っています。世界の個別言語や個別地域の特殊性をもたらす諸条件
の総体を複合的かつ統合的に研究し蓄積することを目的としています。

研究講義棟 4階 422 室
☎	042-330-5409
	 tufs422ics@tufs.ac.jp
設置：1996 年　構成員：文学・文化系教員約 40名
HP：http://www.tufs.ac.jp/common/fs/ics/

国際関係研究所
Institute of International Relations

本研究所は、現代の国際社会の出来事を社会科学的分析、すなわち法律・政治・
社会学・教育学などの分野からのアプローチを通して考察分析していくこと
を研究の中心に据えています。シンポジウムや連続講演会などの開催、運営に
も取り組んでいます。刊行物には『現代世界の諸相』『国際関係論叢』などがあ
ります。

研究講義棟 4階 401-3 室
☎	042-330-5480
	 iir@tufs.ac.jp
設置：2011 年　構成員：国際関係系教員約 20名
HP：http://www.tufs.ac.jp/common/fs/iir/

主な研究組織



教育力
言語文化学部
国際社会学部
大学院総合国際学研究科
留学生日本語教育センター
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主な教育組織

言語文化学部

世界諸地域の歴史や社会のしくみに通じ、
国際ビジネスで活躍できる国際職業人を養成

言語文化学部 / 国際社会学部
School of Language and Culture Studies / School of International and Area Studies

国際社会学部

世
界
の
言
語
・
文
化
を
学
び
た
い

世
界
の
地
域
・
社
会
を
学
び
た
い

世界教養プログラム
本学の学生として高い知性を養うため
に用意された学部共通プログラム。１年
次から４年次までに言語、地域および学
術分野を履修するように組み立てられ
ています。どちらの学部に入学しても、
１・２年次はこのカリキュラムを中心
に履修します。

第 1 年次

■	導入科目 ■	概論科目

第 2 年次

■	専門科目（講義・演習）

第 3 年次

■	卒業研究
■	卒業研究演習

■	卒業研究
■	卒業研究演習

第 4 年次

コースと指導教員の決定

■	導入科目

第 1 年次

■	概論科目
■	専門科目（講義）

第 2 年次 第 3 年次 第 4 年次

コースと指導教員の決定

入
　
学

入
　
学

世界諸地域の言語と文化に通じ、 
国際社会の舞台で活躍できる国際教養人を養成

■	専門科目（講義・演習）
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School  of  Language and Culture  Studies
言 語 文 化 学 部

School  of  International  and Area Studies国 際 社 会 学 部

世界は、グローバル化による画一化・均質化が進む一方で、
ローカルな言語や文化を大切にする動きが活発化し、世界各
地で文化摩擦や宗教対立など言語や文化をめぐるさまざま
な課題が生じています。また複数の言語や文化が併存する多
言語・多文化社会が広がっています。現代にあっては、多様

な関係性を読み解くことのできる洞察力、理解力、既成の
概念に囚われない柔軟な発想が求められています。言語文
化学部は、こうした力を備え、新しい発想のできる国際教
養人の養成を目指します。

言語文化学部に入学した学生は、1・2年次で学部共通の世界教養プログラムを履修し、3年次では次の3つのコースに入っ
て、専門性の高い学修を行っていきます。

◎言語・情報コース　◎グローバルコミュニケーションコース　◎総合文化コース

養成する人材像
世界の様々な地域の言語と文化に精通し、言語や文化の壁を越えたコミュニケーション能力とコーディネーション能力を
備え、国内外において言語間・文化間の架け橋となり、新たな価値観の創成に寄与する人材

【想定される進路】出版、広告、観光、文化事業の企画、マスメディア、国際的に展開する企業（金融、商社、メーカーなど）、通
訳、翻訳、外国語教育、日本語教育、大学院進学など

学びの特長
多様な言語と文化を深く学び、異なる価値観に対応できる能力を身につける
❶	世界のさまざまな地域の言語や文化を重点的に学修
❷	入学時に選択した言語だけでなく、英語、その他の外国語を多様に組み合わせて、4年間を通じて高いレベルで習得
❸	専門教育により、言語や文化を中心とする人間の営みを読み解く力を育成

グローバル化の進展により経済格差や環境問題等、地球規模
での課題が深刻化する一方で、世界各地で市民を巻き込んだ
テロや戦闘の危機が身近な問題となっています。こうした世
界の現状を正しく把握・分析し、問題の所在をつかみ、日本

をはじめとする国際社会がどのように問題解決に関わり、
異なる宗教・民族・文化への寛容さを取り戻してゆくか、
国際社会学部では具体的な地域の問題を取り上げ、国際的
な視座から考える方法を学んでいきます。

養成する人材像
世界諸地域の複雑な仕組みを把握し、分析するリサーチ能力と、グローバルな視点から問題を解決する実践的な能力を備
え、国内外において、社会・政治・経済等の領域で活躍できる人材

【想定される進路】外交官、国家・地方公務員、国際的に展開する企業（金融、商社、メーカーなど）、国際機関やNGO、マスメ
ディア、社会科・地理歴史科の教員、大学院進学など

学びの特長
グローバルな視点で問題を考え、解決できる実践的な能力を備える
❶	英語をはじめとする地域言語の運用能力を身につける
❷	世界諸地域の政治・経済・社会の現状とその歴史的背景を学ぶ
❸	紛争・災害・貧困・難民等、現代世界が直面する諸問題を社会科学的手法で分析する方法を学ぶ

国際社会学部に入学した学生は、1・2年次で学部共通の世界教養プログラムを履修し、次の3つのコースに進学して、専
門教育を学んでいきます。

◎地域社会研究コース　◎現代世界論コース　◎国際関係コース

専門的な知識

主体的に考え、行動し、発信する力

高度な言語運用能力
point

1
point

4

point

5世界諸地域についての知識・教養
point

2

現代社会を生きる力
point

3

卒業までに
身につく

つの力5

世界諸地域の言語と文化に通じ、 
国際社会の舞台で活躍できる国際教養人を養成
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大学院総合国際学研究科

主な教育組織

大学院総合国際学研究科は、世界諸地域の言語・文化・社会
をめぐる個別的かつ総合的な研究を主体とする我が国でも
有数の教育機関であり、これらの分野における国際的拠点
としての使命を担っています。
従来から我が国と交流関係の深かったアジア地域、ヨー
ロッパ地域、アメリカ地域の言語・文化・社会に関する研究
と教育では、百年を超す伝統を誇っています。その後、本学
が研究・教育対象とする地域は拡大し、現在では、東南アジ
ア、中東、東欧諸地域の言語・文化・社会の研究と教育も行う

など世界的な拠点となっています。また、日本研究および日
本語教育の国際的拠点でもあります。
グローバル化の進行する現代社会で真に貢献できる人材に
は、専門分野でのより深い知識や高度な技術が求められて
います。本学大学院は、研究力に加え、総合力、実践力、そし
て世界で活躍するうえで必要な日本力を身につけ、世界や
日本でグローバルに活躍する研究者・高度職業人の養成を
目指しています。

Graduate School of Global Studies

日本や世界諸地域の言語、文化・社会をめぐる
個別的かつ総合的な研究と教育

世界言語社会専攻
( 定員 102 名 )
言語文化コース
国際社会コース

Peace and Conflict Studies コース

国際日本コース
日本語教育リカレントコース

国際日本専攻
( 定員 46 名 )

世界言語社会
専攻

( 定員 30 名 )

国際日本専攻
( 定員 10 名 )

世界を学ぶ、日本を学ぶ
博士前期課程

世界言語社会専攻と国際日本専攻
の2つの専攻からなっています。

人文社会科学諸分野を究める
博士後期課程

世界言語社会専攻と国際日本専攻
の2つの専攻からなっています。
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留学生日本語教育センターは、1970 年に設立された国内最
大級の日本語教育機関で、本学のグランドデザインにある

「日本語教育研究の世界的な拠点」を目指して活動していま
す。
日本語教育プログラムでは、初級から始め1 年間で上級
レベルに達する国費学部留学生に対する入学前予備教育
のほか、本学の留学生に対する「全学日本語プログラム

（JLPTUFS）」を実施し、研究留学生、教員研修留学生、日本語・
日本文化研修留学生、交換留学生、研究生等約80 か国300
名近い留学生に初級から上級までの８段階の日本語授業を
提供しています。7 月と１月にはショートステイプログラム

を実施し、100 名以上の留学生に異文化理解を目指した体
験型授業と日本語授業を提供しています。
そのほか、日本語教育研究にかかわるプロジェクトを実施
し、その成果は、センターの教育実践で応用されるだけでな
く、国内外の教育機関でも用いられています。
2012 年には文部科学大臣より教育関係共同利用拠点に認
定され、日本語教育連携・教材開発・実践教育研修の事業を
展開しています。これにより、国内の大学がセンターの有す
る人的・物的資源を有効利用できるようになりました。
センターは日本国内、そして、世界の日本語教育に貢献して
います。

留学生日本語教育センター

主な教育組織

日本語教育研究の
世界的な拠点を目指して

Japanese Language Center for International Students

センターの教育研究開発プロジェクト
「JLPTUFSアカデミック日本語Can-doリスト」
の作成及びWeb 公開
初級教材『大学の日本語　ともだち』刊行
中級教材『出会い』刊行
『留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ
聴解［中級 /中上級 /上級］』刊行
ｅラーニング教材 JPLANG開発

1

2

3

4

5

センターの教育プログラム
国費学部留学生予備教育プログラム
（1年コース）
国費研究留学生予備教育プログラム
国費教員研修留学生プログラム
国費日本語・日本文化研修留学生プ
ログラム
本学留学生のための
「全学日本語プログラム」
ショートステイ（SS）プログラム

1

2

4

5

6

3

さらに詳しい情報は、
ホームページもご参照ください。

http://www.tufs.ac.jp/common/jlc/index-j.htm

Check!



学生支援
ワールド・ランゲージ・センター
附属図書館
総合情報コラボレーションセンター
留学支援共同利用センター
グローバル・キャリア・センター
ボランティア活動スペース
保健管理センター
学生相談室
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ワールド・ランゲージ・センター

学生支援

言語学習を支援するため、ワールド・ランゲージ・センター、
通称 LINGUA（リングア）と呼ばれるセンターを設置しています。

現在は、英語学習支援センターと CEFR-J 推進室を設け、
それぞれ英語の自立学習支援、言語達成度の可視化の取り組みを行っています。

LINGUA

英語学習支援センター
いつでも自由に
英語に浸ることができる場

英語学習支援センター（ELC）は、英語の自立学習を支援
するため、スピーキング・セッション、多聴・多読プログラ
ム、オンライン学習プログラム等の多様な学習の機会を
提供しています。毎年、英語学習の記録と英語力を記した

「TUFS 言語パスポート」を学生に発行しています。

研究講義棟 3階 304 室
☎	042-330-5416
	 tufs-elc@tufs.ac.jp

English ラウンジ
多言語ラウンジ

関 連 施 設 紹 介

研究講義棟の4階にイングリッシュ・ラ
ウンジ（English Lounge）と多言語ラウ
ンジを開室し、だれでも気軽に立ち寄り
留学生を交えた多言語の会話を楽しめる
スペースとして活用しています。ラウン
ジでは英語などの学習相談も受け付けて
います。

CEFR-J 推進室
言語の達成度を
可視化
研究講義棟 4階 401-2室
☎	042-330-5541
	 cefr-j@tufs.ac.jp

ヨーロッパ言語共通参照枠CEFR に準拠したCEFR-J 基準
により、本学で教育する27 の専攻言語の達成度を可視化
するプロジェクトを推進しています。達成度を可視化する
ことで、学生各自の言語能力の向上に資することを目標と
しています。

CEFR-J

C1
C2

A1
A1.1
A1.3

A2

A2.1
A2.2

B1

B1.1
B1.2

B2

B2.1
B2.2
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学生支援

総合情報コラボレーションセンター
Information Collaboration Center

現代社会では、専用のコンピュータネットワークを備え、常時
インターネットへの参加をする情報基盤がなければ、国際的
な大学として存続できません。本学では、総合情報コラボレー
ションセンター（ICC）がこの情報基盤事業を担当しています。
ICC では、キャンパス内全域に有線・無線のコンピュータネッ
トワークを張り巡らし、学生・教職員全員の安全なネットワー
ク参加を実現しています。そのほかに、メールサービスやユー
ザデータ保存領域の提供など、各種サービスの提供やユーザ向
けのポータル機能を備えたWeb サービスとして「情報基盤サー
ビスシステム(IISS)」を提供しています。また、本学が日本の正式
な学術機関であることを示すtufs.ac.jp というドメイン名を用
いたインターネット参加に必要なすべての事業を担っていま
す。なお、2018 年9 月には、システムの全面改修を予定してい
ます。

安全なネットワーク環境
の提供
	 icc-service@tufs.ac.jp
HP：http://www.tufs.ac.jp/common/icc/

附属図書館
TUFS Library

附属図書館は、世界各地から収集した図書を保管し利用に供し
ています。これらの蔵書は、多言語OPAC（オンライン蔵書目
録）により、原綴り文字でもローマン・アルファベットへの翻
字でも検索ができるようになっています。また、基本文献ガイ
ド「TUFS- ビブリオ」では、専門の教員が薦める各分野の基本文
献のリストを公開し、地域言語・専攻語の辞書案内や、地域研究
の基本文献を紹介しています。オンラインジャーナル、e-Book
コレクションも充実しており、世界の学術雑誌や各種のデータ
ベースが利用できます。本学の学習・研究活動を支える「情報基
地」として、充実したICT 環境のもと、多様な学習空間と学習支
援サービスを提供しています。

世界各地域から
280を超える言語の資料を収集
附属図書館
☎	042-330-5195（利用に関する問い合わせ）
	 www-lib@tufs.ac.jp
HP：http://www.tufs.ac.jp/common/library/

TUFS-ラーニングコモンズ
附属図書館4階に、主体的な学習のための共有スペースとして、
「TUFS-ラーニングコモンズ」を開室しています。学生同士がグ
ループで議論したり、プレゼンテーションの練習をする場とし
て利用できる空間です。また、学生の学習の悩みや相談に答える

学習相談デスクを設置し、大学院生が「多言語コンシェルジュ」
としてレポートやプレゼンテーション、卒論などの悩みにアド
バイスをします。
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留学支援共同利用センター
留学が決まった学生や留学を考えている学生に

適切な情報提供を行うことが留学支援共同利用センターの目的です。

Tobita Center

Column

世界に広がる学びの舞台─東京外大から世界へ─実体験に勝るものなし
世界72カ国・地域の203の大学等研
究機関と国際学術交流協定を結んで
います。そのうちの151の大学・機関
とは学生交流・派遣に関する協定を
結び、学生の往来を保証しています。
151の大学・機関は、いずれも各国の
トップ大学です。
本学では、4学期制における1学期以
上の期間の留学を「長期海外留学」と

して定義しています（交換留学／休
学留学／長期インターンシップな
ど）。夏学期・冬学期に行う留学や、学
期中に大学が行うプログラムによる
留学を「短期海外留学」と定義してい
ます（ショートビジット／スタディ
ツアー／短期インターンシップ／日
本語教育インターンシップなど）。

2017年度には、長期留学経験者は
851人、短期留学経験者は695人。
その合計は1546人で、学生数3851
人の40％にあたります。
本学は、在学中に1人2回以上留学す
る「留学200％」を目指しています。
※経験者は、2017年度に帰国した
人、2017年度に出発した人の両方
を指します。

長期海外留学の推移 短期海外留学の推移

本部管理棟 1階
☎	042-330-5113
	 ryugakushien@tufs.ac.jp

有意義な留学の実現をサポート ! 
対面での留学相談も実施

留学支援共同利用センターは、本学が2014 年度文部科学省
スーパーグローバル大学創成支援（タイプB：グローバル牽引
型）に選定されたことに伴い、大学のグローバル化を支援する
ために設置されました。留学（派遣・受入）における支援機能を
担っています。日本人学生に対しては、留学に関する情報提供、
留学プログラムの作成、相手先大学との交渉、学生への留学前・
後教育のコーディネート等、留学促進を目的とした支援を行
い、日本で学ぶ各国・各地域出身の留学生に対しては、母語によ
るコミュニケーション・サポートを提供します。本センターは、
他大学生も支援の対象としています。

◀留学のキャラクター、トビタくん

学生支援

学
生
支
援

201620142013 2015 （年度）
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226

782
851824

451

266226
309 328 363 人

515 454 488 人
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157132
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145
175

153
163

175 200
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35
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自らの人生を設計し主体的な進路や職業の選択を行うことを支援するため、
グローバル・キャリア・センターを設置しています。

グローバル・キャリア・センター
Global Carrer Center

学生支援

研究講義棟 2階
☎	042-330-5832
	 cs@tufs.ac.jp

グローバル・キャリア・センターでは、一人ひとりの学生が、自
立した社会人・職業人として生きがいと働きがいに満ちた人
生を送ることができるよう、自らの人生を設計し、主体的な進
路選択、職業選択を行うことを支援しています。本格的に就職
活動を開始する３年生や就職活動中の４年生だけでなく、１年
生・２年生も利用が可能です。

キャリア・アドバイザーによる
きめ細やかなカウンセリング

Column

1・2 年生からの就業体験で社会とつながり職業意識を育む
「就業体験」科目
就業体験（インターンシップ）とい
えば、就職活動の前哨戦として３年
次の学生が行うことが一般化してい
ますが、一方で、１・２年次から実社
会を体験し、職業への意識を育む必
要性も叫ばれています。
本学では、１・２年生を対象とした

「就業体験」科目を設けています。
事前学習・インターンシップ・事後
学習を踏まえ、単位として認定され
ます。2017 年度には、経済同友会と
連携した「企業インターンシップ」、
日本貿易振興機構（ジェトロ）と連
携した「JETROインターンシップ」

などの科目が開講されました。
より多くの学生がこのような貴重な
経験を積むことができるよう今後も
様々な企業等に働きかけ、積極的に
受入先の開拓を行う予定です。

経済同友会連携「企業インターンシップ」（2017 年度実績）
■夏学期	 花王（2名）
	 デュポン（1名）
	 日本航空（1名）
	 パソナグループ（2名）
	 三井住友銀行（1名）
	 三菱ケミカル（1名）
■冬学期	 全日本空輸（2名）

経済同友会の会員企業での就業体験。
各企業とも非常に質の高いプログラ
ムを提供。
※経済同友会：経団連、商工会議所
と並ぶ経済３団体のひとつで、企業
のトップが個人の資格で加入。経済
政策や社会制度について様々な提言
を行っています。

学
生
支
援

キャリア・アドバイザー面談
専任のキャリア・アドバイザーと１対１の個別面談（事前予約制）を受
けることができます。就職活動に関する様々な悩みにアドバイザーが
アドバイスをいたします。
OB・OG 情報及び企業ごとの本学出身者名簿の開示
求人情報・インターンシップ情報・公務員試験情報などの資料の閲覧
SPI や面接対策、業界研究など就活関係図書の貸し出し
各種ガイダンスやセミナーの開催
グローバル・キャリア・センターでは年間を通して就職に関する様々
なガイダンスやセミナーを開催しています。

グローバル・キャリア・センターの主なサービス

日本貿易振興機構連携
「JETROインターンシップ」
（2017 年度実績）
日本貿易振興機構（JETRO）
の国内オフィスにおいて実習。
（３名）
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ボランティア活動スペース
VOLAS

ボランティア活動を学生の重要な学びの機会、教育活動の一環ととらえ、
ボランティア活動スペース（VOLAS）を設置し、

学生のボランティア活動を支援しています。

ボランティアのきっかけ作りや
情報・学びの場の
提供などのサポート
研究講義棟 2階 206 室
	 volas@tufs.ac.jp
HP：http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/
	 	 cemmer_volas/

（左）学内ボランティアサークル「PeeK A Boo」定例会の様子（右上）国際協力ボランティアに参加した学生の説明
（右下）国際協力ボランティア説明会の様子

学生支援

本学は、ボランティア活動を学生の重要な学びの機会と考え、教育活動の一環
としてとらえています。そして、ボランティア活動を通じて、以下の資質・能
力を養うことを方針として、大学として活動を支援します。
1. 主体性の涵養：ボランティア活動は学生の自発的で主体的な活動です。み
ずから問題を発見し、それに対処し、解決への道筋を見出す能力を養います。
2. 市民社会の一員としての自覚：ボランティア活動を通じて、市民社会の一
員としての自覚を育みます。
3. 多様な視点から実践的な知を育む：ボランティア活動は、ニーズに応え、何
が必要かを考え、行動することを通じて、学術的知に加えて、実践的知を育み
ます。
4. 世界の諸問題を自分の社会の問題として考える力：ボランティア活動は、
地球（日本の国内・国外）のすべての地域とのつながりを感じることで、地球
市民としての自覚を育みます。
以上の理念に基づいて、東京外国語大学はボランティア活動スペース

（VOLAS）を設置し、全学的に学生ボランティア活動を支援します。

学
生
支
援
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学生相談室
Student Counseling Consultation Service

学生がさまざまな疑問や悩みを解決し、充実した学生生活を
送ることができるよう援助・助言するための学生相談窓口が
設置されています。授業の履修方法など修学上の問題から、進
路、心の健康、自分の性格や行動、対人関係、日常生活の問題ま
で、ありとあらゆる相談を受け付けています。また、各種ワーク
ショップを開催し、学生間の交流を促進する活動もしていま
す。持ち込まれた相談内容については、カウンセラーが、その内
容、程度を問わず、親身になって相談に当たります。相談者のプ
ライバシーを守り、安心して相談ができる体制が整っていま
す。相談の内容はさまざまです。将来や生き方について不安を
感じる／友人ができない／対人、異性関係で悩んでいる／何も
やる気がしない／サークル活動やアルバイトで悩んでいる／
先輩や教員とトラブルがある　など多くの相談が寄せられま
す。

学生の様々な疑問や悩みを解決し、
充実した学生生活を送れるよう支援
研究講義棟 1階 北口付近
☎	042-330-5560

保健管理センター
Health Service Center

保健管理センターは、学生・職員の健康状態の保持・増進を支
援するために設置されています。心身両面の健康を良好な状態
に置くことは、充実した学生生活を支える最も重要な基盤を築
くことにつながります。これを推進するために、主に次の機能
を担っています。
- プライマリケア：診察、健康に関する相談（医師と看護師によ
る援助）
- ヘルスプロモーション：「疾患の早期発見と早期治療」を目的
として各種健康診断を実施
- メンタルヘルスケア：医師・看護師による精神保健相談など
- 健康情報発信：医師・看護師による講義、健康情報の提供、『ほ
けせん便り』の発行など
本学に在籍する外国人留学生の多様な文化的・保健的背景に合
わせた健康支援にも心がけています。

学生・職員の健康状態の
保持・増進を支援
保健管理センター
☎	042-330-5435
	 hoken-center@tufs.ac.jp

学生支援

学
生
支
援



社会の中の大学
TUFSオープンアカデミー
社会・国際貢献情報センター
多言語・多文化教育研究センター
大学文書館
東京外国語大学出版会
大学間連携
高大連携
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社会の中の大学

TUFS オープンアカデミー
TUFS Open Academy

東京外国語大学では、開かれた学術的な生涯学習などの場として、
アカデミー講座（公開講座）と一般聴講生制度を開設しています。

TUFS オープンアカデミーは市民に開かれた学術的な生涯学習の場として開設されています。東京外国語大学の教育理念
である「21 世紀地球社会と対話し行動する」をモットーに、グローバル時代に必要な知と教養の獲得をサポートします。ア
カデミー講座は一般の方を対象に開講する公開講座です。　※正規の授業とは異なります。

アカデミー講座

本学で正規学生に開講されている授業科目の一部を、聴講* できる制度です。学生と一緒に勉強することで、キャンパスラ
イフを経験できる制度です。

一般聴講生制度

さらに詳しい情報は、東京外国語
大学オープンアカデミーのホー
ムページもご参照ください。

https://tufsoa.jp/
Check!

Check!

https://tufsoa.jp/system/index.html
さらに詳しい情報は、東京外国語大学一般聴講生のホームページもご参照ください。

※「聴講」とは：本来、本学の正規学生を対象として開講している授業を、広く一般の方々に開放し、聴講していただくものです。
	「聴講」の中には、授業内または試聴期間中に実施される試験を受けたり課題をこなしたりすることは含まれません。

2018 年度春学期開講講座

教養講座
10 講座

音声学
古教会スラブ語とその周辺
音声学に基づいた発音教育
ヨーロッパを知る歴史散歩
メロディー・
映像から垣間見るロシア人・
スラブ人の文化と言語

ロシア　世界遺産都市モスクワを訪ねて
ポーランド映画の傑作を読む
世界言語紀行
あなたも外交官
　国際交流・異文化理解のための基礎知識
ベンガル詩人タゴールの歌を通して見る世界

特別講座 3 講座 にほんご指導者養成プログラム ( 入門、専門、専門演習 )

語学講座
34 言語

116 講座

ベンガル語
ポーランド語
ポルトガル語
マルタ語
リトアニア語
ルーマニア語
ロシア語

アムハラ語
アラビア語
イタリア語
イディッシュ語
ウクライナ語
ウルドゥー語
英語
エスペラント
オランダ語

広東語
カンボジア語
スロヴェニア語
スウェーデン語
スペイン語
スワヒリ語
タイ語
チベット語
中国語

朝鮮語
ドイツ語
ネパール語
ハンガリー語
東アルメニア語
ヒンディー語
フランス語
ブルガリア語
ベトナム語
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社会の中の大学

社会・国際貢献情報センター
Information Center for Social and International Collaboration

研究講義棟 3階 319 室
☎ 042-330-5823
	 icsic@tufs.ac.jp
HP：http://www.tufs.ac.jp/icsic/

社会・国際貢献情報センター（ICSIC）は、「世界知」を社会に活か
す！をモットーに設置されました。本センターは、本学が教育研究
活動を通じて得た世界諸地域の「世界知」の集積と整理を行い、発
信機能をを通じて「世界知」活用のハブとして、日本のグローバル
化の大きな力となることを目指しています。ウェブサイトを通じ
た情報発信のほか、定期的に地域講演会などを開催しています。

多言語・多文化教育研究センター
Center for Multilingual Multicultural Education and Research

研究講義棟 3階 319 室
☎ 042-330-5441 （代表）
	 tc@tufs.ac.jp
HP：http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/cemmer/

グローバル化にともなって地球規模での人の移動がますます活発
になる中、日本においても多くの外国人が暮らすようになり、多言
語・多文化化が進んでいます。本センターは、多言語・多文化社会
の抱える課題解決に寄与することを目標とし、異なる言語、習慣、
文化を持つ人びとが安心して暮らすことのできる、差別や偏見、排
除のない多言語・多文化社会の実現に向けて、積極的に活動して
います。

Column

TUFS Cinemaについて

☎ 042-330-5150
	 soumu-koho@tufs.ac.jp
HP：https://tufscinema.jp/

「TUFS Cinema」とは、世界の諸言語による映画、
演劇上映および講演会等を実施するプロジェク
トです。映画の上映会やトークセッションを通して、世界諸地域の
社会・歴史・文化などの理解を深めることを目的として2015 年度
に開始されました。
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大学文書館
TUFS Archives

大学の教育・研究活動に関わる資料を継続的に収集・整理・保存し、
学内外の方が資料を利用できる環境を整備します。

東京外国語大学の歴史資料保存のために、2012 年4 月に設置しました。大学
文書館の主な役割は大学の教育・研究活動に関わる資料を継続的に収集・整
理・保存し、学内外の方が資料を利用できる環境を整備することです。現在、
大学文書館には大学史編纂事業の際に収集された資料群や、部活動団体等か
ら寄贈された資料群が保管され、整理作業が進められています。また今後、将
来にわたり大学の歴史を伝え遺してゆくべく、過去の歴史的資料とともに、現
在の大学の活動を未来に伝える資料の収集・保存活動を実施してゆきます。
また大学文書館では収集した資料群の紹介を兼ね、毎年所蔵資料群を中心と
した企画展を年4 回程度開催しております。附属図書館1 階の展示場にはタッ
チパネルを用いたデジタル展示「Digital Archives」も整備され、過去に開催さ
れた企画展の内容も含め紹介しています。

過去の歴史的資料とともに、
現在の大学の活動を伝える
作業室兼閲覧室：研究講義棟 6階 600 号室
展示スペース：附属図書館１階
☎ 042-330-5842
	 tufsarchives@tufs.ac.jp

1. 附属図書館１階ギャラリーに
て所蔵資料を用いた展示を実施し
ています。本学の過去から現在ま
での歴史的変遷や過去の出来事を
紹介しています。
2. 大学文書館作業室兼閲覧室。
3. 大学文書館HPにて所蔵資料の
一部を紹介しています。

1

2 3
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東京外国語大学出版会
TUFS Press

情報を蓄積し、伝達するだけではなく、それを形ある “ 書物 ” として丁寧に
作りあげ、知性に対する敬愛とともに次世代にしっかりと受け渡していきます。

【2017 年 7月 31日発売】
B5判・並製　304頁
定価：本体 2500 円＋税
ISBN　978-4-904575-63-5　C3881

本書は、大学等の日本語教育機関で学
ぶ初級レベルの学生のための日本語教
科書です。大学での生活に密着した多
様なタスク、異文化理解タスクを実践
することにより、中級・上級日本語に
つなげるための初級文型・語彙を学習
しながら、「自己を発信する力」「他者
と伝え合う力」を総合的に身につけま
す。初級はVol.1 とVol.2 の２冊からなり、
Vol.1 は初級前半、Vol.2 は初級後半の
レベルとなっています。非漢字圏の学
習者にもおすすめです。

留学生日本語教育センター　編著
『大学の日本語　初級
ともだち Vol.2』

本書は、1 億の人口を有するフィリピンの国語であるフィリピノ語の習
得を目的としていますが、同時にフィリピンの文化と社会を理解する
助けになることをめざしています。 現在海外に住み、働いているフィリ
ピン人は1000 万人余り、このことは、フィリピン以外の世界のどこかで
フィリピン人と知り合ったり、同僚になったりする機会があるというこ
とです。フィリピン人は英語ができる人が多いため、英語を話せればコ
ミュニケーションできます。けれど英語に加え、フィリピノ語を知って
いると、相手との距離が近くなります。本書の会話に出てくる日本人留
学生のように、フィリピノ語を習得することで、フィリピノ語の世界に
入り、フィリピン人の素顔に触れましょう。

山下美知子
リース・カセル　高野邦夫 著 

『大学のフィリピノ語』
【2018 年 2月 7日発売】
B5判・並製　338頁
定価：本体 3800 円＋税
ISBN 978-4-904575-65-9　C3087

【2018 年 3月 26日発売】
A5判・並製　336頁
定価：本体 2200 円＋税
ISBN 978-4-904575-67-3　C0036

激動するインド社会を理解するのに
ジェンダーの視角は必須です。カース
ト、宗教、階層、エスニシティ、言語、都
市と農村、歴史的変化。さまざまな位
相とジェンダーの規範とが複雑に絡
み合い、多元的なインド社会を形成し
ています。インドの女性をめぐって流
布されてきた画一的なイメージから
思考を解き放ち、ジェンダー研究の新
たな地平を切り拓く画期的な入門書
です。

ベトナム戦争の混迷が続く1967 年、26
歳の若き詩人が放った思想闘争の書で
す。ハイデッガー思想との対話／対決を
通じ、ベトナム戦争の窮極的原因を西洋
形而上学と見定めた著者が、祖国の底に
流れる東洋の叡智をもって、西洋近代が
忘却してきた〈存在〉の覚醒を訴え、一
切の思弁を破壊して、洋の東西を越えた
人類共通の故郷たる〈深淵の沈黙〉への
路を提示する――時代の閉塞に挑んだ、
孤高の思想を初邦訳です。

【2018 年 2月 28日発売】
四六変型・並製　368頁
定価：本体 3200 円＋税
ISBN 978-4-904575-66-6　C0098

ファム・コン・ティエン　著　野平宗弘　訳

『深淵の沈黙』粟屋利江　井上貴子　編

『インド ジェンダー研究ハンドブック』

東京外国語大学出版会では、歴史・言語・文化・地域研究などのジャンルの学
術的な著作から、教養書、人文・文芸書などの翻訳、また語学をはじめとする
教科書に至るまで、幅広い企画の出版活動に取り組んでいます。世界諸地域の
言語・文化・社会に関する教育と研究を通じて本学の歴史の中で蓄積された
成果を、広く社会に発信し、さらなる教育・研究活動の振興と、地球社会との
協働を促進していくための知識の普及を目指しています。

アゴラ・グローバル 2階
☎ 042-330-5559
	 tufspub@tufs.ac.jp
HP:
http://www.tufs.ac.jp/blog/tufspub/

本学の学術活動の成果を
幅広い企画の出版活動で社会に発信
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大学間連携
Partner Institutions

本学では、教育研究交流 · 学生交流、単位互換などを目的に、
個性ある様々な大学と教育研究連携を締結しています。

東京医科歯科大学、東京工業大学、一橋大学、本学の4 大学で結成している連合です。それぞれ独立を保ちつつ連携を図るこ
とで、これまでの高等教育で達成できなかった新しい人材の育成と、学際領域· 複合領域の研究教育のさらなる推進を図る
ことを目的としています。

四大学連合

全国の7 つの外国語大学（関西外国語大学、神田外語大学、京都外国語大学、神戸市外国語大学、名古屋外国語大学、長崎外国
語大学、本学）で結成している連合です。21 世紀グローバル社会にふさわしい人材の育成のために連携を図ることを目的
としています。

全国外大連合

電気通信大学、東京農工大学、本学の西東京地区3 大学で、文理協働型のグロー バル人材育成プログラムを行います。人文
社会科学・理工学・農学のそれぞれの専門性と同時に分野横断の協働の視点を持つ実践型グローバル人材を育成します。

西東京三大学連携

多摩地区6 大学（国立音楽大学、国際基督教大学、津田塾大学、東京経済大学、武蔵野美術大学、本学）で結成しているコン
ソーシアムです。それぞれの特色ある専門分野を生かした相互協力、単位互換制度や図書館の相互利用、学生· 教職員の交
流などを行っています。

多摩アカデミックコンソーシアム (TAC)

多摩地区5 国立大学（東京学芸大学、東京農工大学、電気通信大学、一 橋大学、本学）間の相互の交流と教育課程の充実を図
ることを目的としています。本制度により、受け入れ大学で授業科目を履修し、授与された単位は、本学において修得単位
として認定しています。

多摩地区 5大学単位互換制度

社
会
貢
献
・
社
会
還
元

本学は、19 大学および5 機関と包括協定を締結しています。（2018 年5 月1 日現在）教育研究交流

東洋大学
青山学院大学
国立青少年教育振興機構
創価大学
日本貿易振興機構
国際医療福祉大学

国際交流基金
清泉女子大学
人間文化研究機構
長岡技術科学大学
日本体育大学
電気通信大学

神田外語大学
東京農工大学
津田塾大学
国際基督教大学
日本貿易振興機構アジア経済研究所
名古屋外国語大学

神戸市外国語大学
東京藝術大学
お茶の水女子大学
東京女子大学
首都大学東京
中央大学
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研
究
力

教
育
力

学
生
支
援

社会の中の大学

高大連携
Partner High Schools

本学と連携協定を締結している学校との間では、本学の授業体験、
留学生と高大連携校等の生徒の交流などを行っています。

高大連携校等のうち、2014 年度より開始した文部科学省スーパーグローバルハイスクール（SGH）事業の指定を受けた学
校については、連携を通じて、同事業の支援を行っています。
2018 年5 月1 日現在、高大連携校等は以下のとおりです。

高大連携

埼玉県立浦和第一女子高等学校	 	 2017 年 11月	 	 	 ○

吉祥女子中学・高等学校	 	 2017 年 4月

東京都立南多摩中等教育学校	 	 2017 年 3月

長野県上田高等学校	 	 	 2016 年 12月	 	 	 ○

千葉県立船橋高等学校		 	 2015 年 7月	  

石川県立金沢泉丘高等学校	 	 2015 年 6月	 	 	 ○

晃華学園中学校高等学校	 	 2015 年 3月	  

東京学芸大学附属国際中等教育学校	 	 2015 年 3月	 	 	 ○

東京都立青山高等学校		 	 2015 年 3月	  

東京都立立川高等学校		 	 2015 年 3月	  

東京都立西高等学校	 	 	 2015 年 3月	  

東京都立国立高等学校		 	 2015 年 3月	  

国際基督教大学高等学校	 	 2015 年 3月	 	 	 ○

東京都立戸山高等学校		 	 2015 年 3月	  

学校法人渋谷教育学園		 	 2013 年 7月	 	 	 ○

千葉県立東葛飾高等学校	 	 2013 年 6月	  

東京都立立川国際中等教育学校	 	 2013 年 6月	  

東京都立国分寺高等学校	 	 2013 年 6月	  

東京都立八王子東高等学校	 	 2010 年 5月	  

神奈川県立横浜国際高等学校	 	 2010 年 3月	 	 	 ○	

高大連携校等名 締結年月 SGH スーパーグローバルハイスクール

社
会
貢
献
・
社
会
還
元



1. 天地のひらく　あけぼのに　プロメテウスの　炬 ( ひ ) のごとく
	 いざや掲げむ　燃ゆる理想を　大いなる視野　ひらけゆく
	 ああ　東京外語大　われらの行手　永久 ( とわ ) に輝く

2. 若き精神 ( こころ ) を　相結び　言葉の園 ( その ) に　わけ入りて
	 探り賞 ( め ) でなむ　真理の花を　世界の同胞 ( はらから )　一 ( いつ ) にして
	 ああ　東京外語大　われらの歩み　平和に満つる

3. 長き歴史をいしずえに　日々新たなる　力もて
	 承けつぎ築く　文化の堂宇　東亜の声を　伝えつつ
	 ああ　東京外語大　われらの誇　さらに加えむ

大学歌について
大学歌の制定：1957（昭和32）年、大学創立60 周年の記
念行事の一環として、旧東京外国語学校校歌に代わる大学
歌制定の提案がなされ、学生公募の上、ロシヤ語学科の柴原
徳光さん（1962（昭和37）年卒）の作品が選ばれた。これ
を本学教授でもあり詩人としても著名であった安藤一郎氏
（1928（昭和3）年英米科卒）が加筆し正式な歌詞となった。
作曲は作曲家の清瀬保二氏に委嘱し、大学歌が完成した。

蕃
書
調
所
、開
校

1857

明治 大正 昭和

神
田
区
一
ツ
橋
通
町
一
番
町
に
、

東
京
外
國
語
學
校
を
建
学

1873

東
京
外
國
語
學
校
と
同
校
所
属
高
等
商
業
学
校
、及
び
東
京
商
業
学
校
の

三
校
が
合
併
。
翌
年
、語
学
部
は
廃
止（
東
京
外
國
語
學
校
の
消
滅
）

1885

高
等
商
業
学
校
に
附
属
外
國
語
學
校
を
附
設（
本
学
創
立
）

1897

高
等
商
業
学
校
附
属
外
国
語
学
校
が
東
京
外
國
語
學
校
と
改
称
、

専
門
学
校
と
し
て
独
立（
本
学
独
立
）

1899

第
一
回
「
講
演
会
」
を
開
催（
語
劇
の
始
ま
り
）

1900

第
一
回
学
内
競
漕
大
会
を
開
催

1902

神
田
区
錦
町
の
新
築
校
舎
に
移
転

1903

神
田
一
帯
の
大
火
災
に
よ
り
校
舎
全
焼

神
田
区
錦
町
の
本
校
敷
地
内
に
仮
校
舎
建
築
、
移
転

1913

本
校
を
貿
易
植
民
学
校
へ
と
改
称
・
改
組
す
る
文
部
省
の
意
向
発
表
を
受
け
、

校
友
会
・
同
窓
会
に
よ
る
反
対
運
動
開
始（
校
名
存
続
運
動
の
開
始
）

1917

修
業
年
限
二
か
年
延
長
を
求
め
る
運
動
開
始

文
科
、
貿
易
科
、
拓
殖
科
を
設
置

1919

麹
町
区
元
衛
町
一
番
地
の
新
校
舎
に
移
転

1921

関
東
大
震
災
、校
舎
は
書
庫
・
柔
剣
道
部
・

門
衛
詰
所
・
倉
庫
物
置
を
除
き
全
焼

1923

麹
町
区
竹
平
町
の
元
文
部
省
跡
の
新
築
仮
校
舎
に
移
転

1924

修
業
年
限
を
3
年
か
ら
4
年
に
改
正

1927

滝
野
川
区
西
ヶ
原
町
に
校
舎（
第
1
期
分
）
が
完
成

1940

東
京
外
事
専
門
學
校
と
改
称

1944

 １５０余年の長きにわたる
外国学の教育と研究

TUFS データ集



本学の歴史はたいへん古く、その起源は江戸幕府により1857
年に開校された蕃書調所まで辿ることができます。日本におけ
る外国研究の歴史は本学の祖となる官営学校によって始まっ
たといっても過言ではありません。しかしながら、近代的な教
育機関としての本学の創立年をはっきりしめすことは容易で
はありません。なぜなら、本学は、日本の近代教育の黎明期につ
くられ、紆余曲折をへて、現在、東京大学・一橋大学などになっ
ていった明治時代の諸教育機関と共通の根をもつものだから
です。
明治2 年に作られた英語・仏語の2 学科の「開成学校」（現、東京
大学）をへて、明治6 年（1873 年）に発足した東京外国語学校は、
近代的な学校組織としては本学の「祖」となるものです（英、独、
仏、ロシア、中国語の5 語学科）。しかしながら、この学校は1887
年に、他の学校と合併して東京商業学校（のちの高等商業学校。
現、一橋大学）となり、外国語教育の独立した教育機関はいった
んわが国から姿をけしました。
しかし、明治30 年（1897 年）に、高等商業学校に附属する機関
として、外国語学校が再興されました。このため、本学として
は、自分たちの創設を1897 年と考えています。つづく、明治32
年（1899 年）、高等商業学校附属外国語学校は、東京外国語学校
と改称され、高等商業学校から分離されました。以後、東京外国

語学校は、名前を変えながらも、独立した国立の教育機関とし
ての現在までつづく歴史を歩んでいます。
以上の歴史を踏まえ、本学は、1873 年を建学の年、1897 年を
創立の年、1899 年を独立の年、と呼んでいます。
本学は第二次世界大戦後の1949 年、新制大学として発足しま
した。新制大学発足当初は12 学科からなる外国語学部のみで
したが，じょじょに学科や部局の数をふやし、学部のほかに、
博士課程を持つ大学院地域文化研究科，全国共同利用研究所
であるアジア・アフリカ言語文化研究所、教育関係共同利用拠
点である留学生日本語教育センターからなる大学へと発展し
ました。また、2012 年には学部改組が行われ、言語文化学部と
国際社会学部という2 つの学部が誕生しました。
キャンパスは、当初は、東京の神田錦町に位置していました。
火災や地震、戦災により何度か移転を余儀なくされましたが、
1940 年以後は、主に、東京北西部、北区西ヶ原の校舎を利用し
てきました。2000 年、本学は東京西部に位置する府中市の現
キャンパスに移転し、近代的な設備と高度な情報環境のもと
での、教育・研究を実現しました。
こうした100 年を超える歴史をふまえ、東京外国語大学は21
世紀の日本における国際的な学問研究、学術交流の拠点のひ
とつとして重要な役割を果たし続けています。

校章について
由来：1897（明治30）年に東京高等商業学校附属外国語学
校として創立された本学が、1899（明治32）年、東京外国
語学校として独立する際に、神田乃武校長をはじめ各教官
協議の結果、この徴章を制定した。炬火（たいまつ）は、「光
は世を照らす」ことを意味し、Lはラテン語のLingua の頭
文字をとった。左右の羽翼については、独立当初に教授した
8語学科を意味しているといわれている。

平成昭和

板
橋
区
上
石
神
井
の
東
京
工
業
専
門
学
校
の

電
波
兵
器
技
術
専
修
学
校
跡
を
借
用
し
て
移
転

1946

戦
後
初
の
語
劇
祭
再
開（
12
学
科
が
参
加
）

1947

国
立
学
校
設
置
法
の
施
行
に
よ
り
東
京
外
国
語
大
学
設
置

北
区
西
ヶ
原
町
の
新
築
校
舎
に
一 

部
移
転

1949

外
国
語
学
部
に
海
外
事
情
研
究
所
を
開
設

1954

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
を
附
設

1964

大
学
院
を
設
置

1966

附
属
日
本
語
学
校
を
設
置

1970

留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
改
組
設
置

1992

外
国
語
学
部
を
7
課
程
に
改
組

1995

府
中
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転

2000

国
立
大
学
法
人
法
に
基
づ
き
国
立
大
学
法
人
東
京
外
国
語
大
学
と
な
る

2004

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
を
設
置

2009

異
文
化
交
流
施
設「
ア
ゴ
ラ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
」を
開
設

2010

外
国
語
学
部
を
改
編
し
、
言
語
文
化
学
部
、
国
際
社
会
学
部
を
設
置

2012

文
部
科
学
省
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
構
想

  （
タ
イ
プ
B
グ
ロ
ー
バ
ル
化
牽
引
型
）に
採
択

2014

大
学
院
国
際
日
本
学
研
究
院
を
設
置

2015
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沿革略史
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	 博士前期課程を世界言語社会専攻と国際日本専攻に改組
29（2017）・ 4・1	 現代アフリカ地域研究センターを設置
30（2018）・ 4・1	 博士後期課程を世界言語社会専攻と国際日本専攻に改組

平
成
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変遷
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教職員・役職者
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運営組織
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教育研究組織
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学生数
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学生数 ( 続き )
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入学者数・入学志願者数
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留学生数
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留学者数（２０１７年度実績）
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国際学術交流協定校数
(2018年5月1日現在)
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２０１７年度卒業・修了者数
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(2018年5月1日現在)
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科学研究費補助金による研究プロジェクト一覧
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附属図書館蔵書数 / 出版物数
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TUFS オープンアカデミー
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大学の財政状況
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大学の財政状況／土地・建物
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スーパーグローバル大学構想 目標指標
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女性の活躍の現状



お問合せ先
府中キャンパス
〒183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1
Tel：042-330-5111

本郷サテライト
〒113-0033 東京都文京区本郷 2-14-10
Tel：03-5805-3254

表紙の 27言語花火デザイン：第 95回外語祭実行委員会　庄司はるかさん（言語文化学部イタリア語 4年）

tufspr2018070101




